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村
高

彦
正

（
財
公

長
会
館
道
武
本
日）

長
会
会
協
道
武
古
本
日

長

会

会

大

拶

挨

本
日
こ
こ
に
、
第
十
二
回
鹿
島
神
宮
奉
納
日
本
古
武
道
交
流
演
武
大
会

が
、
武
神
を
祀
る
鹿
島
神
宮
に
お
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
に
当
た
り
、

一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
国
伝
統
の
古
武
道
は
、
自
ら
の
身
を
守
る
護
身
術
と
し
て
誕
生

し
、
武
士
の
生
死
を
か
け
た
戦
い
の
場
に
お
け
る
闘
争
の
術
と
し
て
磨
か

れ
、
平
和
な
江
戸
期
に
入
る
と
武
士
の
心
身
鍛
錬
、
人
間
修
業
の
「
文
武

両
道
」
の
道
と
し
て
、
全
国
各
藩
に
お
い
て
独
自
の
発
展
を
遂
げ
、
体
系

化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
と
昭
和
の
激
動
期
を
乗
り
越
え
て
、
今

日
ま
で
全
国
各
流
派
縁
の
地
で
保
存
継
承
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

一
千
数
百
年
の
歴
史
を
有
す
る
日
本
の
古
武
道
は
、
武
技
の
修
錬
に
よ

る
心
身
の
鍛
錬
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
武
士
道
の
伝
統
に
由
来
す
る
正

義
、
勇
気
、
克
己
、
礼
節
な
ど
の
精
神
を
養
う
人
間
形
成
の
道
と
し
て
現

代
武
道
に
継
承
さ
れ
て
お
り
、
日
本
が
日
本
ら
し
く
あ
る
た
め
に
、
ま
た

武
道
文
化
発
展
の
た
め
に
古
武
道
の
普
及
、
継
承
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要

で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
本
協
会
に
は
七
十
七
流
派
が
加
盟
し
、
形
稽
古
を
中
心
に
確
か

な
術
理
に
立
っ
た
真
剣
な
稽
古
と
、
道
を
求
め
る
求
道
心
で
、
国
内
は
も

と
よ
り
海
外
に
お
い
て
も
愛
好
者
が
増
え
て
い
ま
す
こ
と
は
、
ご
同
慶
の

至
り
で
あ
り
ま
す
。

全
国
か
ら
参
加
さ
れ
る
二
十
一
流
派
の
皆
様
に
は
、
武
神
を
祀
る
鹿
島

神
宮
の
晴
れ
舞
台
に
お
い
て
、
古
武
道
の
真
髄
を
存
分
に
発
揮
さ
れ
ま
す

こ
と
を
心
よ
り
ご
期
待
い
た
し
ま
す
。

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
絶
大
な
る
ご

協
力
を
賜
り
ま
し
た
鹿
島
神
宮
、
並
び
に
鹿
嶋
市
を
は
じ
め
と
す
る
ご
後

援
の
諸
団
体
、
関
係
各
位
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
、
本
大
会
の
ま
す

ま
す
の
発
展
を
祈
念
い
た
し
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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井
臼

男
出
日

長

員

委

会

大

拶

挨

（
財
公

長
事
理
館
道
武
本
日）

長
事
理
会
協
道
武
古
本
日

本
日
、
こ
こ
武
神
を
祀
る
鹿
島
神
宮
に
お
い
て
、
第
十
二
回
鹿
島
神
宮

奉
納
日
本
古
武
道
交
流
演
武
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

現
代
武
道
の
源
流
で
あ
る
古
武
道
は
、
我
が
国
の
長
い
歴
史
と
伝
統
の

中
で
培
わ
れ
、
全
国
各
地
に
継
承
さ
れ
て
き
た
我
が
国
の
貴
重
な
文
化
財

で
あ
り
ま
す
。
今
日
、
古
武
道
は
、
そ
の
技
法
の
修
錬
を
通
じ
て
技
と
心

を
一
体
的
に
磨
き
、
人
間
力
の
向
上
を
目
指
す
道
と
し
て
国
内
の
み
な
ら

ず
海
外
に
お
い
て
も
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る

こ
と
は
誠
に
ご
同
慶
の
至
り
で
あ
り
ま
す
。

私
は
現
代
の
日
本
人
に
欠
け
て
い
る
も
の
が
三
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

一
つ
は
「
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
」、
二
つ
目
は
「
他
者
に
対
す
る
思
い

や
り
」、
三
つ
目
は
「
活
力
、
元
気
」
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
古
武
道
を
実
践
、
修
業
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ず

と
わ
が
身
に
備
わ
っ
て
く
る
徳
目
で
は
な
い
か
と
考
え
る
次
第
で
す
。

本
日
、
出
場
さ
れ
る
皆
様
に
は
、
日
頃
研
鑽
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
さ

れ
、
古
武
道
の
「
技
と
心
」
を
余
す
こ
と
な
く
披
露
さ
れ
ま
す
こ
と
を
期

待
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
加
盟
各
流
派
相
互
の
交
流
を
深
め
ら
れ
、
地

域
に
根
ざ
し
た
古
武
道
の
保
存
振
興
に
よ
り
一
層
の
貢
献
を
さ
れ
ま
す
よ

う
希
望
い
た
し
ま
す
。

本
大
会
も
十
二
回
を
数
え
、
年
々
出
場
を
希
望
す
る
流
派
も
増
え
、
隆

盛
の
一
途
を
辿
る
と
と
も
に
、
参
加
さ
れ
る
皆
様
の
熱
心
さ
も
年
を
追
っ

て
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
鹿
島
神
宮
を
は
じ
め
、
鹿
嶋
市
並
び
に
地
元
関
係
者

各
位
の
ご
熱
意
の
賜
物
と
、
衷
心
よ
り
感
謝
い
た
し
、
本
大
会
が
鹿
嶋
の

地
に
根
づ
き
、
今
後
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
申
し

上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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織
錦

一
孝

長
市
嶋
鹿
県
城
茨

辞

祝

昨
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な
蔓
延
に
よ
り
、
各

方
面
へ
多
大
な
影
響
が
続
い
て
い
る
状
況
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
回
、

第
十
二
回
鹿
島
神
宮
奉
納
日
本
古
武
道
交
流
演
武
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

こ
と
に
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
公
益
財
団
法
人
日
本
武
道
館
並
び
に

日
本
古
武
道
協
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
い
つ
も
以
上
に
ご
苦
労
が
多
か
っ
た
と
存
じ
、
大
い
に
ご
尽
力
さ
れ

ま
し
た
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

当
市
は
、
武
の
神
で
あ
る
武
甕
槌
大
神
が
祀
ら
れ
る
鹿
島
神
宮
が
鎮
座

し
、
鹿
島
新
當
流
の
開
祖
で
あ
る
塚
原
卜
伝
の
生
誕
地
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
古
く
か
ら
武
道
に
関
わ
り
の
深
い
こ
の
地
に
お
い
て
日
本
を

代
表
す
る
武
道
大
会
が
開
催
さ
れ
、
各
流
派
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ
け
る

こ
と
は
、
当
市
に
と
っ
て
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
参
加
者
の
皆
様
に

は
、
日
々
の
研
鑽
を
つ
ま
れ
て
き
た
技
を
本
大
会
で
い
か
ん
な
く
発
揮
さ

れ
ま
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
「
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
」
の
サ
ッ
カ
ー

競
技
が
カ
シ
マ
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
、
世
界
か
ら
注
目
を

浴
び
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
の
武
道
に
お
い
て
も
、
海
外
か
ら
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
古
武
道
の
伝
統
、
技
、
精
神
力
を
、
日
本
中
は
も
と
よ
り
、

世
界
へ
向
け
て
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
大
会
の
ご
成
功
と
関
係
者
の
皆
様
の
益
々
の

ご
活
躍
を
祈
念
し
て
祝
辞
と
い
た
し
ま
す
。
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島
鹿

良
則

宮
神
島
鹿

司
宮

辞

祝

日
本
武
道
発
祥
の
地
と
さ
れ
る
こ
こ
鹿
嶋
に
神
代
の
昔
よ
り
武
の
神
と

崇
め
奉
ら
れ
る
「
武
甕
槌
大
神
」
が
鎮
座
す
る
鹿
島
神
宮
の
大
前
に
て
、

第
十
二
回
鹿
島
神
宮
奉
納
日
本
古
武
道
交
流
演
武
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
す
こ
と
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
全
国
各
地
よ
り
お
越

し
い
た
だ
き
ま
し
た
各
流
派
の
皆
様
を
心
よ
り
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

「
令
和
」
の
御
代
と
な
っ
た
一
昨
年
に
記
念
す
べ
き
第
十
回
を
迎
え
た

本
大
会
で
し
た
が
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ

り
残
念
な
が
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
当
神
宮
に
於
い
て
も
多
く
の
諸
行

事
が
規
模
の
縮
小
、
ま
た
は
中
止
と
な
る
な
ど
か
つ
て
な
い
対
応
を
強
い

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
年
に
入
り
一
部
行
事
が
感
染
症
対
策
を
講
じ
な
が

ら
斎
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
も
な
お
コ
ロ
ナ
禍
は
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
国
で
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
始
ま
り
僅

か
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
日
常
へ
復
し
て
い
く
兆
し
が
見
え
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。

各
流
派
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
対
人
の
稽
古
や
演
武
大
会
が
開
催

で
き
な
い
状
況
が
続
き
、
ま
た
稽
古
が
再
開
さ
れ
て
も
感
染
対
策
を
講
じ

た
上
で
の
稽
古
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
以
前
同
様
の
修
錬
を
積
む
こ
と
が
で
き

な
い
な
ど
の
御
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
厳
し

い
状
況
の
中
、
本
大
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
深
く
謝
意

を
表
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

皆
様
が
コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
於
い
て
も
研
鑽
に
て
積
み
重
ね
た「
技
と
心
」

を
十
分
に
披
露
い
た
だ
き
鹿
島
の
大
神
様
の
御
心
を
安
ん
じ
奉
る
こ
と

が
、
御
神
威
を
一
層
高
か
ら
し
め
て
頂
け
る
こ
と
と
な
り
、
更
に
大
神
様

の
御
神
徳
に
よ
り
、
各
流
派
が
発
展
し
古
武
道
の
更
な
る
普
及
振
興
に
御

力
を
い
た
だ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

終
わ
り
に
、
本
大
会
の
開
催
に
多
大
な
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
公
益

財
団
法
人
日
本
武
道
館
並
び
に
日
本
古
武
道
協
会
を
は
じ
め
、
ご
関
係
の

皆
様
に
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
大
会
が
益
々
発

展
し
て
い
き
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
、
祝
辞
と
い
た
し
ま
す
。

7



第

次

会

大

◆
開

会

式

一

開
会
宣
言

日
本
古
武
道
協
会
理
事
・
事
務
局
長

内

田

康

介

二

国
歌
清
聴

三

主
催
者
挨
拶
（
公
財
）日
本
武
道
館
理
事
・
事
務
局
長

日
本
古
武
道
協
会
常
任
理
事

𠮷

川

英

夫

四

来
賓
祝
辞

茨
城
県
鹿
嶋
市
長

錦

織

孝

一

五

歓
迎
の
言
葉

鹿
島
神
宮
宮
司

鹿

島

則

良

◆
演
　
　
　
武

①
天
真
正
伝
香
取
神
道
流
剣
術

②
心
月
無
想
柳
流
柔
術

③
天
然
理
心
流
剣
術

④
天
道
流
薙
刀
術

⑤
柳
生
新
陰
流
兵
法
剣
術

⑥
荒
木
流
拳
法

⑦
神
道
無
念
流
剣
術
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⑧
天
神
真
楊
流
柔
術
（
新
座
市
）

⑨
荒
木
流
軍
用
小
具
足

⑩
金
硬
流
唐
手
・
沖
縄
古
武
術

⑪
鞍
馬
流
剣
術

⑫
直
心
影
流
薙
刀
術

⑬
小
野
派
一
刀
流
剣
術

⑭
神
道
夢
想
流
杖
術

⑮
立
身
流
兵
法

⑯
戸
田
派
武
甲
流
薙
刀
術

⑰
大
東
流
合
気
柔
術

⑱
無
比
無
敵
流
杖
術

⑲
北
辰
一
刀
流
剣
術

⑳
天
神
真
楊
流
柔
術
（
川
越
市
）

㉑
鹿
島
新
當
流
剣
術

閉
会
宣
言

（
公
財
）
日
本
武
道
館
振
興
部
長

鈴

木

達

也

◆
閉
　
　
　
会
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員

役

会

大

＊
敬
称
略

五
十
音
順

大

会

会

長

高

村

正

彦

日
本
武
道
館
会
長

日
本
古
武
道
協
会
会
長

日
本
武
道
協
議
会
会
長

前
衆
議
院
議
員

大

会

顧

問

稲

川

泰

弘

全
日
本
剣
道
連
盟
会
長

日
本
武
道
館
評
議
員

植

芝

守

央

合
気
会
理
事
長

日
本
武
道
館
理
事

日
本
武
道
協
議
会
常
任
理
事

江

渡

聡

徳

日
本
武
道
館
常
任
理
事

日
本
古
武
道
協
会
常
任
理
事

日
本
武
道
協
議
会
常
任
理
事

衆
議
院
議
員

川

島

一

浩

少
林
寺
拳
法
連
盟
会
長

日
本
武
道
館
理
事

日
本
武
道
協
議
会
常
任
理
事

川

端

達

夫

日
本
武
道
館
常
任
理
事

前
衆
議
院
議
員

河

村

建

夫

日
本
武
道
館
常
任
理
事

衆
議
院
議
員

笹

川　
　
　

堯

全
日
本
空
手
道
連
盟
会
長

日
本
武
道
館
理
事

元
衆
議
院
議
員

佐

藤

浩

市

全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟
会
長

日
本
武
道
館
理
事

塩

谷　
　
　

立

日
本
武
道
館
常
任
理
事

日
本
武
道
協
議
会
理
事

衆
議
院
議
員

中

山

成

彬

日
本
武
道
館
常
任
理
事

衆
議
院
議
員

番

匠

幸
一
郎

全
日
本
銃
剣
道
連
盟
会
長

日
本
武
道
館
理
事

増

田

規
一
郎

全
日
本
弓
道
連
盟
会
長

日
本
武
道
館
理
事

南　
　
　

和

文

日
本
相
撲
連
盟
会
長

日
本
武
道
館
理
事

森　
　
　

英

介

日
本
武
道
館
常
任
理
事

日
本
武
道
協
議
会
常
任
理
事

衆
議
院
議
員

山

下

泰

裕

全
日
本
柔
道
連
盟
会
長

日
本
武
道
館
理
事

山

谷

え
り
子

日
本
武
道
館
常
任
理
事

参
議
院
議
員

10



大
会
委
員
長

臼

井

日
出
男

日
本
武
道
館
理
事
長

日
本
古
武
道
協
会
理
事
長

日
本
武
道
協
議
会
理
事
長

元
法
務
大
臣

大
会
実
行
委
員
長

𠮷

川

英

夫

日
本
武
道
館
理
事
・
事
務
局
長

日
本
古
武
道
協
会
常
任
理
事

日
本
武
道
協
議
会
常
任
理
事

大
会
実
行
副
委
員
長

内

田

康

介

日
本
古
武
道
協
会
理
事
・
事
務
局
長

大

会

委

員

浅

野

有

三

全
日
本
弓
道
連
盟
副
会
長

日
本
武
道
協
議
会
常
任
理
事

網

代

忠

宏

全
日
本
剣
道
連
盟
副
会
長

日
本
武
道
協
議
会
常
任
理
事

飯

篠

快

貞

日
本
古
武
道
協
会
常
任
理
事

市

野

保

己

全
日
本
銃
剣
道
連
盟
副
会
長

日
本
武
道
協
議
会
常
任
理
事

菊

池

邦

光

日
本
古
武
道
協
会
常
任
理
事

栗

原

茂

夫

全
日
本
空
手
道
連
盟
副
会
長

日
本
武
道
館
評
議
員

日
本
武
道
協
議
会
常
任
理
事

小

澤　
　
　

智

日
本
古
武
道
協
会
常
任
理
事

竹

内

藤
十
郎

日
本
古
武
道
協
会
常
任
理
事

田

中

英

壽

日
本
相
撲
連
盟
副
会
長

日
本
武
道
協
議
会
常
任
理
事

藤

堂

良

明

筑
波
大
学
名
誉
教
授

日
本
古
武
道
協
会
常
任
理
事

長

尾　
　
　

進

明
治
大
学
教
授

日
本
古
武
道
協
会
常
任
理
事

日
本
武
道
学
会
理
事
長

中

里

壮

也

全
日
本
柔
道
連
盟
専
務
理
事

日
本
武
道
館
評
議
員

日
本
武
道
協
議
会
常
任
理
事

東
恩
納

盛

男

日
本
古
武
道
協
会
常
任
理
事

吉

井

美
惠
子

全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟
専
務
理
事

日
本
武
道
館
評
議
員

日
本
武
道
協
議
会
常
任
理
事

𠮷

川

常

隆

日
本
古
武
道
協
会
常
任
理
事
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図
織
組
会
協
道
武
古
本
日

足
具
小
用
軍
流
木
荒

法
拳
流
木
荒

術
柔
流
新
勝
派
流
我
為

手
空
流
洲
糸

術
剣
流
弘
雲

法
剣
斬
物
据
合
居
流
心
円

術
馬
弓
流
原
笠
小

術
武
流
柔
剛
縄
沖

術
剣
流
刀
一
派
野
小

術
槍
流
貫
張
尾

術
剣
流
影
心
直
傳
神
島
鹿

術
剣
流
當
新
島
鹿

術
刀
抜
流
捲
鐘

術
合
居
流
心
貫

術
柔
流
倒
起

術
柔
流
樂
氣

術
剣
流
馬
鞍

術
剣
流
刀
一
源
甲

術
槍
流
利
分
佐

術
刀
薙
流
影
心
直

術
剣
法
兵
流
現
示

術
柔
流
一
川
澁

術
柔
流
川
澁

術
刀
抜
冑
甲
流
一
方
理
剣
實
初

術
剣
流
一
方
理
剣
實
初

連絡先 〒 102-8321 東京都千代田区北の丸公園 2 番 3号 日本古武道協会　電話 03（3216）5114

会
協
道
武
古
本
日

派
流
盟
加

和
流
賞
諸

術
剣
流
刀
形
心

術
柔
流
柳
想
無
月
心

術
杖
流
想
夢
道
神

術
剣
流
念
無
道
神

術
鎌
鎖
流
木
正
・
法
剣
合
居
流
鷗
水

術
柔
流
心
新
口
関

術
刀
抜
流
口
関

術
柔
気
合
流
東
大

術
柔
気
合
流
東
大

会
磨
琢

術
棒
流
神
鬼
九
・
術
柔
流
木
高

術
之
氣
合
流
田
武

術
柔
流
内
竹

足
具
小
廻
腰

術
柔
流
内
竹

山
開
手
捕
下
日

法
兵
流
身
立

術
合
居
流
宮
田

術
棒
流
島
生
竹

術
剣
流
道
神
取
香
伝
正
真
天

術
柔
流
楊
真
神
天

術
柔
流
楊
真
神
天

術
刀
薙
流
道
天

術
剣
流
心
理
然
天

術
剣
流
田
當

術
刀
薙
流
甲
武
派
田
戸

術
鎌
鎖
流
影
神
刀
二

術
剣
裏
手
流
岸
根

術
剣
流
顕
自
刀
太
野

術
剣
流
一
天
二
派
田
野

術
和
流
川
谷
長

術
合
居
流
想
夢
崎
林

刀
長
流
古
後
肥

流
捨
イ
タ
法
兵

術
剣
流
一
天
二
法
兵

術
槍
流
傳
風

術
合
居
流
耆
伯

術
槍
派
田
高
流
院
蔵
宝

術
剣
流
刀
一
辰
北

術
剣
流
傳
卜

術
柔
流
心
楊
體
本

術
剣
流
刀
一
派
口
溝

術
合
居
流
信
英
傳
直
雙
無

術
杖
流
敵
無
比
無

術
砲
流
重
森

術
剣
法
兵
流
陰
新
生
柳

法
兵
冑
甲
流
眼
心
生
柳

術
體
流
眼
心
生
柳

術
刀
薙
流
心
楊

術
砲
流
陽

手
殿
御
部
本
伝
秘
家
王
球
琉

術
武
古
球
琉

法
拳
術
柔
流
道
和

金
硬
流
唐
手
・
沖
縄
古
武
術

図

織

組

営

運

会

大
大
会
役
員

大
会
会
長

高
村

正
彦

日
本
武
道
館
会
長

日
本
古
武
道
協
会
会
長

大
会
委
員
長

臼
井
日
出
男

日
本
武
道
館
理
事
長

日
本
古
武
道
協
会
理
事
長

大
会
実
行
委
員
長

𠮷
川

英
夫

日
本
武
道
館
理
事
・
事
務
局
長

日
本
古
武
道
協
会
常
任
理
事

大
会
実
行
副
委
員
長

内
田

康
介

日
本
古
武
道
協
会
理
事
・
事
務
局
長

◆
主

催

（
公
財
）日
本
武
道
館

日
本
古
武
道
協
会

◆
協

力

鹿
島
神
宮

◆
後

援

鹿
嶋
市

鹿
嶋
市
教
育
委
員
会

鹿
嶋
市
観
光
協
会

鹿
嶋
市
商
工
会

読
売
新
聞
社

◆
協

賛

日
本
武
道
協
議
会

大
会
実
行
委
員

味
岡

功
磨
大
東
流
合
気
柔
術

今
井

淳
也
鹿
島
新
當
流
剣
術

小
國

英
智
無
比
無
敵
流
杖
術

兼
子

勝
喜
北
辰
一
刀
流
剣
術

木
村

有
里
天
道
流
薙
刀
術

桑
波
田
秀
祐
心
月
無
想
柳
流
柔
術

小
林

恵
子
天
然
理
心
流
剣
術

櫻
井

俊
也
天
真
正
伝
香
取
神
道
流
剣
術

佐
々
木

透
金
硬
流
唐
手
・
沖
縄
古
武
術

柴
田

俊
充
天
神
真
楊
流
柔
術
（
川
越
市
）

鈴
木

宏
哉
小
野
派
一
刀
流
剣
術

大
会
総
務

鈴
木

達
也

日
本
武
道
館

中
島

昭
博

日
本
武
道
館

田
谷

将
俊

日
本
武
道
館

沢
登

英
徳

日
本
武
道
館

松
林

裕
樹

日
本
武
道
館

鶴

麻
奈
美

日
本
武
道
館

志
村

春
樹

日
本
武
道
館

大
会
記
録

末
吉　
　

潤

日
本
武
道
館

和
久
田
侑
里

日
本
武
道
館

鈴
木

優
輔
荒
木
流
軍
用
小
具
足

寺
田

裕
明
柳
生
新
陰
流
兵
法
剣
術

時
任

晴
美
神
道
夢
想
流
杖
術

西
川

二
郎
荒
木
流
拳
法

野
﨑

房
江
直
心
影
流
薙
刀
術

萩
崎　
　

昭
神
道
無
念
流
剣
術

本
多
日
向
子
戸
田
派
武
甲
流
薙
刀
術

松
井

康
一
鞍
馬
流
剣
術

山
﨑

恒
弥
立
身
流
兵
法

渡
邊

卓
也
天
神
真
楊
流
柔
術
（
新
座
市
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
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図
織
組
会
協
道
武
古
本
日

足
具
小
用
軍
流
木
荒

法
拳
流
木
荒

術
柔
流
新
勝
派
流
我
為

手
空
流
洲
糸

術
剣
流
弘
雲

法
剣
斬
物
据
合
居
流
心
円

術
馬
弓
流
原
笠
小

術
武
流
柔
剛
縄
沖

術
剣
流
刀
一
派
野
小

術
槍
流
貫
張
尾

術
剣
流
影
心
直
傳
神
島
鹿

術
剣
流
當
新
島
鹿

術
刀
抜
流
捲
鐘

術
合
居
流
心
貫

術
柔
流
倒
起

術
柔
流
樂
氣

術
剣
流
馬
鞍

術
剣
流
刀
一
源
甲

術
槍
流
利
分
佐

術
刀
薙
流
影
心
直

術
剣
法
兵
流
現
示

術
柔
流
一
川
澁

術
柔
流
川
澁

術
刀
抜
冑
甲
流
一
方
理
剣
實
初

術
剣
流
一
方
理
剣
實
初

連絡先 〒 102-8321 東京都千代田区北の丸公園 2 番 3号 日本古武道協会　電話 03（3216）5114

会
協
道
武
古
本
日

派
流
盟
加

和
流
賞
諸

術
剣
流
刀
形
心

術
柔
流
柳
想
無
月
心

術
杖
流
想
夢
道
神

術
剣
流
念
無
道
神

術
鎌
鎖
流
木
正
・
法
剣
合
居
流
鷗
水

術
柔
流
心
新
口
関

術
刀
抜
流
口
関

術
柔
気
合
流
東
大

術
柔
気
合
流
東
大

会
磨
琢

術
棒
流
神
鬼
九
・
術
柔
流
木
高

術
之
氣
合
流
田
武

術
柔
流
内
竹

足
具
小
廻
腰

術
柔
流
内
竹

山
開
手
捕
下
日

法
兵
流
身
立

術
合
居
流
宮
田

術
棒
流
島
生
竹

術
剣
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道
神
取
香
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術
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楊
真
神
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術
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術
刀
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術
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天
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當
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戸

術
鎌
鎖
流
影
神
刀
二

術
剣
裏
手
流
岸
根

術
剣
流
顕
自
刀
太
野

術
剣
流
一
天
二
派
田
野

術
和
流
川
谷
長

術
合
居
流
想
夢
崎
林

刀
長
流
古
後
肥

流
捨
イ
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法
兵

術
剣
流
一
天
二
法
兵

術
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傳
風
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居
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術
槍
派
田
高
流
院
蔵
宝

術
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一
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北

術
剣
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卜

術
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流
心
楊
體
本

術
剣
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一
派
口
溝

術
合
居
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英
傳
直
雙
無

術
杖
流
敵
無
比
無

術
砲
流
重
森

術
剣
法
兵
流
陰
新
生
柳

法
兵
冑
甲
流
眼
心
生
柳

術
體
流
眼
心
生
柳

術
刀
薙
流
心
楊

術
砲
流
陽

手
殿
御
部
本
伝
秘
家
王
球
琉

術
武
古
球
琉

法
拳
術
柔
流
道
和

金
硬
流
唐
手
・
沖
縄
古
武
術

日
本
古
武
道
協
会
役
員
名
簿

会
　
　
長

高
村

正
彦

理
　
　
事

飯
嶌

文
夫

理
事
長

臼
井
日
出
男

植
月　
　

求

常
任
理
事

江
渡

聡
徳

内
田

康
介

飯
篠

快
貞

小
山

秀
弘

菊
池

邦
光

勝
瀬

善
光

小
澤　
　

智

神
崎　
　

勝

竹
内
藤
十
郎

木
村

恭
子

藤
堂

良
明

小
林　
　

強

長
尾　
　

進

関
口

芳
夫

東
恩
納
盛
男

長
沼

悟
詮

𠮷
川

常
隆

松
本

秀
邦

𠮷
川

英
夫

柳
生

耕
一

監
　
　
事

平
井

正
人

根
本

憲
一
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古
武
道
は
、
そ
の
ྺ
࢙
や
発
生
の
ܦ
Ң
が
さ
ま

͟
ま
で
あ
り
、
流
派
に
Α
っ
て
छ
々
の
特
৭
を

持
っ
て
い
る
。
古
武
道
流
派
の
発
生
に
つ
い
て
は
、

ฏ
҆

期
や
ࣨ
町
期
と
い
う
આ
が
༗
ྗ
で
あ
る
。

そ
の
ݯ
を
ߟ
え
る
と
、
人
の
ྺ
࢙
と
と
も
に
存
ࡏ

し
た
ಆ
૪
術
に
ま
で


㆕
ㆉ
ㆮ
ㆼ

る
こ
と
に
な
る
ͩ
Ζ
う
。

武
の
ٕ
術
は
ݪ
࢝
త
な
ಆ
૪
の
な
か
か
ら
生
ま

れ
、
そ
れ
は
武
ث
の
発
生
ɾ
ਐ
化
と
と
も
に
࿉
ຏ

さ
れ
、
伝
承
さ
れ
た
と
ߟ
え
ら
れ
る
。
た
と
え



の
ݯ
流
と
し
て

ら
れ
る
ἔ
ࣛ
ౡ
の
ଠ

ἕ
は
、

神

の
時

Α
り
ࣛ
ౡ
神
ٶ
の
神
官
た
ち
に
伝
わ

る

๏
と
い
わ
れ
る
。
த

家
に
伝
承
さ
れ
た
த


流
、
竹
内
家
に
伝
承
さ
れ
た
竹
内
流
ࠊ
ն
な
ど

も
ま
た
、ἔ
Π
Τ
ἕ
や
ἔ
ࣉ
ࣾ
ἕ
と
い
っ
た
ू
ஂ

の
த
で
発
ల
し
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
ٕ
術
の
ମ
ܥ

と
い
え
る
。

ߐ
ށ
期
に
、
武
家
が
古
武
道
の
ओ
た
る
༴
ޢ
者

と
な
っ
た
こ
と
は
֬
か
ͩ
が
、
農
民
や
町
民
た
ち

も
ま
た
古
武
道
を
Ѫ
し
、
そ
の
発
ల
を
ࢧ
え
て
い

日
本
古
武
道
協
会
加
盟
流
派
全
国
分
布
図

徳
島

る
。
天
真
正
伝
香
取
神
道
流
、
竹
内
流
、
馬
庭
念

流
な
ど
、
流
儀
武
術
の
草
創
期
に
発
生
し
た
流
派

の
宗
家
た
ち
が
、
武
家
へ
の
仕
官
を
拒
み
、
農
村

に
居
を
構
え
て
民
間
に
武
芸
を
指
南
し
た
こ
と
は

興
味
深
い
。
こ
れ
ら
の
流
派
は
、
武
家
か
ら
も
高

い
評
価
を
受
け
て
多
く
の
門
弟
を
得
な
が
ら
、
地

域
で
は
農
民
、
町
民
を
分
け
隔
て
な
く
門
弟
に
取

り
立
て
、
指
導
し
て
き
た
。
古
武
道
は
武
家
の
も

の
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
う
し
た
農
村
や
市
井
の

人
々
に
親
し
ま
れ
た
側
面
も
持
っ
て
お
り
、
伝
承

さ
れ
た
地
域
独
特
の
風
俗
を
伝
え
る
地
域
文
化
と

み
る
こ
と
も
で
き
る
。

現
存
す
る
古
武
道
諸
流
は
、
必
ず
し
も
発
祥
地

に
連
綿
と
伝
承
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
明

治
以
降
、
古
武
道
は
修
行
者
が
激
減
し
、
伝
承
の

危
機
に
瀕
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
志
を
持
つ
伝

承
者
が
各
地
に
移
動
し
、
命
脈
を
保
っ
た
流
派
も

少
な
く
な
い
。

氣
樂
流
柔
術

荒
木
流
軍
用
小
具
足

森
重
流
砲
術

京
都

直
心
影
流
薙
刀
術

金
硬
流
唐
手・沖
縄
古
武
術

根
岸
流
手
裏
剣
術

島
徳
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第
ೋ
十
代
宗
家

൧
ࣰ
շ
ః

ఱㆦ

ん

ਅし

ん

ਖ਼し

㇟

う

ㆧ

ん

߳か

औと

り

ਆし

ん

ಓと

う

流り

ゅ

う

剣け

ん

術じ

ゅ

つ

๊

ෛ

第
十
二
回
鹿
島
神
宮
奉
納
日
本
古
武
道
交
流
演
武
大
会
の
開
催
を
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
様
々
な
困
難
が
あ
る
中
で
十
二
回
目
の
開
催
に
、
関
係
各
位

の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
と
参
加
さ
せ
て
頂
く
事
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

演
武
者
一
同
、
心
を
込
め
て
香
取
の
技
と
精
神
を
奉
納
い
た
し
ま
す
。

༝

དྷ

「
天
真
正
伝
香
取
神
道
流
」
は
飯い
い

篠ざ
さ

長ち
ょ
う
い威
斎さ
い
い
え家
直な
お

を
流
祖
と
し
て
下

総
国
香
取
の
地
に
伝
承
す
る
武
術
で
あ
る
。

家
直
公
は
香
取
神
宮
の
御
祭
神
、
経ふ

つ津
主ぬ
し

大の
お
お
か
み
神
の
御
神
徳
に
触
れ
、

心
に
悟
る
も
の
が
あ
り
、
香
取
神
宮
奥
の
院
に
近
い
梅
木
山
に
隠
棲
、

一
千
日
の
大
願
を
た
て
斎
戒
沐
浴
、
百
錬
千
鍛
、
粉
骨
の
修
業
を
重
ね

満
願
に
至
る
時
、
経

津
主
大
神
よ
り
神
書

一
巻
を
授
け
ら
れ
た

と
伝
わ
る
。
家
直
公

は
経
津
主
大
神
の
正

伝
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

天
真
正
伝
を
冠
し
て

流
儀
を
伝
え
た
。

以
後
、
門
外
不
出

を
旨
と
し
て
、
一
人

の
敵
を
も
求
め
ず
、

来
る
も
の
拒
ま
ず
、

去
る
者
は
追
わ
ず
の

主
義
を
守
り
今
日
に

至
る
ܥ。

ේ

飯流

祖篠
長
威
斎
家
直
―
盛
近
―
盛
信
―
盛
綱
―
盛
秀
―
盛
繁
―
盛
信
―

盛
長
―
盛
久
―
盛
定
―
盛
重
―
盛
次
―
盛
清
―
長
照
―
盛
照
―
盛
重

―
盛
房
―
盛
貞
―
金
次
郎
―
快
貞
（
現
在
）

流
ّ
ͷ
ಛ


戦
国
時
代
の
流
派
で
あ
り
、
戦
場
で
鎧
を
着
用
し
た
技
が
多
く
、
斬

突
の
場
所
は
甲
冑
の
弱
点
、
例
え
ば
、
首
、
脇
、
小
手
の
裏
、
腰
の
直

ぐ
上
、
内
腿
な
ど
を
打
つ
。
稽
古
中
武
器
と
武
器
が
激
し
く
当
た
っ
て

い
る
が
（
実
際
は
斬
っ
て
い
る
）、
そ
れ
は
他
か
ら
形
を
盗
ま
れ
な
い

た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
一
本
ご
と
の
形
が
非
常
に
長
く
作
ら
れ
て
い
る
。

ԋ

ऀ

京
き
ょ
う

増そ
う

重し
げ
と
し利　

　

荒あ
ら
の野

祥
し
ょ
う

司じ　
　

成な
る

毛け　
　

弘
ひ
ろ
し

櫻さ
く
ら
い井

俊と
し

也や

ԋ


༰

居
合
術

剣
術

薙
刀
術

׆
ಈ
ঢ়
گ

ゆ
か
り
あ
る
香
取
神
宮
で
の
奉
納
演
武
や
各
地
域
で
行
わ
れ
る
演
武

大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

稽
古
日
は
本
部
道
場
で
第
四
日
曜
日
、
各
支
部
に
て
週
二
日
か
ら
三

日
の
稽
古
を
し
て
い
ま
す
。

ܤ
ݹ

ٴ
ͼ
ࢧ
෦

本
部
道
場

〒
287
―
0017

千
葉
県
香
取
市
香
取
１
８
２
７

☎
（
０
４
７
８
）
５
７
―
３
１
６
１

飯
篠

快
貞

京
増
支
部

☎

０
９
０
―
１
４
０
４
―
７
６
５
６

京
増

重
利

そ
の
他
、
国
内
外
に
支
部
が
あ
り
ま
す
。
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宗
家
十
ೋ
ੈ

ؠ
Ӭ
ݯ
ࡾ

ਖ਼
ٛ

৺し

ん

݄㆒

つ

ແ㇀

㆝

う

༄㇄

ㆪ

ㆍ

流り

ゅ

う

ॊじ

ゅ

う

術じ

ゅ

つ

๊

ෛ

こ
の
度
は
第
十
二
回
鹿
島
神
宮
奉
納
日
本
古
武
道
交
流
演
武
大
会
に

て
出
場
の
機
会
を
頂
き
ま
し
た
事
を
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
武
道
の
発
祥
の
地
、
武
の
神
を
祀
る
こ
の
鹿
島
神
宮
に
お
い
て

演
武
が
行
え
る
事
は
、
武
道
を
志
す
者
に
と
っ
て
非
常
に
光
栄
な
事
で

あ
り
、
当
流
も
第
一
回
大
会
よ
り
連
続
し
て
出
場
さ
せ
て
頂
い
て
い
る

事
を
大
変
誇
り
に
思
い
ま
す
。

又
一
向
に
収
束
の
兆
し
が
み
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
な
が
ら
、
こ

の
地
で
再
び
各
流
派
が
集
え
る
事
に
感
謝
し
、
心
し
て
演
武
に
臨
む
所

存
で
す
。

༝

དྷ

流
祖
岩い
わ
な
が永

源げ
ん

之の
じ
ょ
う亟

正ま
さ
み
つ光

（
の
ち

一い
ち

柳り
ゅ
う
さ
い
斎
と
号
す
）
は
、
肥
前
国
伊

万
里
の
郷
士
で
、
父
・
仁に

左ざ

衛え

門も
ん

義よ
し
か
げ景
に
従
い
、
柳
生
流
剣
術
及
び

柔
術
を
修
行
し
、
の
ち
に
鍋
島
藩

士
・
古
賀
重
太
夫
よ
り
楊
心
流
柔

術
を
学
ん
だ
。
諸
国
武
者
修
行
の

折
、
播
州
赤
穂
の
住
人
・
大
国
鬼

平
重
信
に
高
木
流
柔
術
及
び
九
鬼

神
流
棒
術
の
免
許
皆
伝
を
受
け
、

宝
暦
二
年
五
月
、
父
・
仁
左
衛
門

病
死
の
た
め
帰
郷
し
、
門
人
の
育

成
に
あ
た
り
、
そ
の
人
格
を
慕
わ

れ
、
隆
盛
を
極
め
た
。

宝
暦
三
年
三
月
、
各
流
の
長
所
を
取
り
入
れ
、
新
流
を
創
始
、
心
月

無
想
柳
流
と
称
す
。
そ
の
後
、
二
代
源
次
郎
光
治
は
、
鍋
島
家
武
術
師

範
と
し
て
仕
え
、
藩
外
不
出
の
御
留
武
術
と
し
て
永
く
後
世
に
伝
え
ら

れ
現
在
に
至
り
、
昭
和
四
十
六
年
八
月
十
一
世
宗
家
加か

納の
う

武た
け
ひ
こ彦
錬れ
ん
が
く岳
が

尼
崎
に
道
場
を
開
く
。

平
成
十
五
年
七
月
岩
永
源
三
郎
正
義
宗
家
十
二
世
を
継
承
す
。
旧
道

場
解
体
の
た
め
、
平
成
十
六
年
九
月
新
道
場
修
道
館
を
建
設
し
、
流
派

の
保
存
に
努
め
る
。

ܥ

ේ

岩流

祖永
源
之
亟
正
光
―
岩
永
源
次
郎
光
治
―
岩
永
兵
部
光
興
―
岩
永
與
左

衛
門
正
近
―
松
尾
彦
四
郎
正
次
―
岩
永
惣
左
衛
門
能
正
―
岩
永
源
介
光

義
―
多
久
島
笹
一
則
光
―
岩
永
源
一
光
教
―
布
谷
功
百
畊
―
加
納
武
彦

錬
岳
―
岩
永
源
三
郎
正
義

流
ّ
ͷ
ಛ


当
流
は
総
合
武
術
で
あ
り
、
体
捌
き
を
凝
ら
ず
力
ま
ず
尽
き
ず
技
を

行
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
無
手
で
行
え
ば
柔
術
と
称
し
、
刀
を
持
て

ば
剣
術
と
な
り
、
槍
を
持
て
ば
槍
術
で
あ
る
。
流
派
の
掟
に
則
っ
て
行

う
体
捌
き
は
、
い
か
な
る
武
器
を
と
っ
て
も
武
術
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。

ԋ

ऀ

桑く
わ

波は

た田
秀し
ゅ
う
す
け
祐　
　

奥お
く
む
ら村
宗そ
う
い
ち
ろ
う

一
郎

ԋ


༰

棒

術

：

向
詰
・
付
入
・
兩
小
手
・
裏
波
・
差
合
・
五
法

半

棒

：

胸
打
・
穂
詰
一
本
・
小
手
止
・
柴
打
・
十
文
字
・
乱
打

柔

術

：

兩
胸
捕
・
首
〆
抜
・
両
手
止
・
行
違
・
片
胸
捕
・
隼
手

׆
ಈ
ঢ়
گ

稽
古
日
時

火
曜
日

午
後
七
時
〜
九
時

木
曜
日

午
後
七
時
〜
九
時

日
曜
日

午
前
十
時
〜
十
二
時

月
一
回
、
業
の
研
究
会
を
開
き
、
鍋
島
藩
御
留
武
術
の
研
修
を
行
い
、

流
派
の
保
存
と
伝
承
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
春
と
秋
の
年
二
回
定
例

演
武
会
を
開
き
、
門
人
一
同
の
志
気
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

ܤ
ݹ

ٴ
ͼ
ࢧ
෦

〒
660
―
0892

兵
庫
県
尼
崎
市
東
難
波
町
４
―
１７
―
１

☎
（
０
６
）
６
４
８
２
―
０
１
４
８
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Ҫ
ਖ਼
ਓ

ఱㆦ

ん

ㆭ

んવ
ཧり

৺し

ん

流り

ゅ

う

剣け

ん

術じ

ゅ

つ

๊

ෛ

鹿
島
神
宮
へ
の
奉
納
演
武
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

武
道
発
祥
の
地
で
あ
る
鹿
島
は
、
当
流
の
流
祖
の
頃
よ
り
縁
の
深
い

場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
武
神
を
祀
る
こ
の
神
聖
な
地
で
、
日
々
鍛
錬
を

重
ね
た
技
と
心
を
持
っ
て
奉
納
演
武
い
た
し
ま
す
。

本
大
会
役
員
を
は
じ
め
、
古
武
道
協
会
の
方
々
、
各
流
派
の
先
生
方

と
と
も
に
、
日
本
の
文
化
・
伝
統
で
あ
る
古
武
道
の
普
及
振
興
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

༝

དྷ

当
流
は
、
遠
江
出
身
の

近こ
ん

藤ど
う

内く

蔵ら
の

助す
け

長な
が

裕み
ち

が
武
術

を
好
み
、
諸
国
を
漫
遊
し

て
修
行
。
常
陸
に
至
り
、

鹿
島
新
當
流
を
学
び
、
鹿

島
神
宮
に
参
籠
し
、
術
の

極
意
を
授
か
っ
た
。
そ
の

上
に
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
、

天
然
理
心
流
を
創
始
し
た
。

そ
の
後
、
江
戸
薬や

研げ
ん

堀ぼ
り

に

道
場
を
開
き
、
そ
の
か
た

わ
ら
、
相
模
国
や
武
蔵
国

に
出
稽
古
に
赴
き
流
儀
を
広
め
た
。
と
く
に
三
多
摩
地
域
に
広
ま
っ
て
、

多
く
の
先
達
、
門
人
を
輩
出
し
て
い
る
。

ܥ

ේ

近
藤
内
蔵
之
助
―
近
藤
三さ
ん

助す
け

―
近
藤
周し
ゅ
う
す
け助―

近
藤
勇い
さ
み―

近
藤
勇ゆ
う

五ご

郎ろ
う

―

桜
井
金
八
―
近
藤
新
吉
―
加
藤
伊
助
―
平
井
泰
輔
―
平
井
正
人

流
ّ
ͷ
ಛ


当
流
は
、
剣
術
、
柔
術
、
棒
術
に
気
合
術
を
加
え
た
統
合
武
術
。

常
に
真
剣
勝
負
を
想
定
し
た
捨
て
身
の
剣
術
体
系
で
、
い
か
な
る
相

手
に
対
し
て
も
動
じ
な
い
、
極
意
必
勝
の
実
践
を
教
え
、
自
然
に
逆
ら

わ
ず
、
天
に
象か
た

ど
り
、
地
に
法の
っ

と
り
、
以
っ
て
剣
の
理
法
を
究
め
る
こ

と
か
ら
、
天
然
理
心
流
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。

太
い
木
刀
を
使
い
根こ
ん

「
魂
」
と
力
の
尽
き
る
ま
で
切
り
結
び
、
最
後

に
止と
ど

め
を
さ
す
。
気
を
も
っ
て
、
相
手
の
心
を
奪
い
、
す
か
さ
ず
技
を

ほ
ど
こ
す
、
実
戦
向
き
で
朴ぼ
く
と
つ訥
な
剣
法
。

ԋ

ऀ

時と
き

田た

由ゆ

記き

常つ
ね

田だ

貞さ
だ
ゆ
き行

小こ
ば
や
し林

恵け
い

子こ

須す

田だ

英ひ
で
ひ
ろ宏

ԋ


༰

表
木
刀
、
柄
砕
、
中
極
位
目
録
形
、
小
具
足
、
居
合

׆
ಈ
ঢ়
گ

古
武
道
演
武
大
会
参
加
の
ほ
か
、
郷
土
ゆ
か
り
の
地
に
て
演
武
、
交

流
会
な
ど
多
数
。

ܤ
ݹ

ٴ
ͼ
ࢧ
෦

本
部

天
然
理
心
流
本
部
事
務
所
三
鷹
道
場

〒
181
―
0011

東
京
都
三
鷹
市
井
口
１
―
１７
―
３１

☎
・
FAX
（
０
４
２
２
）
３
１
―
１
７
２
５

毎
週
金
曜
日　
　

午
後
五
時
〜
七
時

　
　

日
曜
日　
　

午
前
十
時
〜
午
後
一
時

支
部

八
王
子
道
場
（
読
売
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
内
）

毎
週
土
曜
日　
　

午
後
一
時
四
十
五
分
〜
三
時
四
十
五
分

横
浜
道
場
（
読
売
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
内
）

毎
週
土
曜
日　
　

午
前
十
時
十
五
分
〜
十
一
時
四
十
五
分
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๊

ෛ

天
道
流
流
祖
、
斎さ
い
と
う藤

判は
ん
が
ん官

伝で
ん

鬼き

房ぼ
う

の
師
で
あ
る
塚つ
か
は
ら原

卜ぼ
く
で
ん伝

誕
生
の
地

で
第
十
二
回
を
迎
え
る
鹿
島
神
宮
奉
納
日
本
古
武
道
交
流
演
武
大
会
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
武
神
が
祀
ら
れ
神
木
に

囲
ま
れ
た
神
聖
な
地
で
演
武
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
感
謝
し
、
天

道
流
の
技
と
心
を
な
お
一
層
錬
磨
し
、
隆
盛
に
努
め
て
ま
い
ら
ね
ば
と

心
新
た
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

本
大
会
の
開
催
に
ご
尽
力
賜
り
ま
し
た
関
係
者
各
位
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

༝

དྷ

天
道
流
の
始
祖
は
斎
藤
判
官
伝
鬼
房
で
あ
る
。
伝
鬼
は
常
陸
国
井
手

（
茨
城
県
）
に
生
ま
れ
、
塚
原
の
門
に
入
り
刀
槍
の
術
を
学
ん
だ
。
大

勢
の
門
弟
の
中
で
群
を
抜
い
て
い
た
が
、
技
の
未
熟
さ
を
深
く
心
に
感

じ
、
鎌
倉
・
鶴
岡
八

幡
宮
に
百
日
参さ
ん

籠ろ
う

を

な
し
、
天
正
九
年

十
一
月
二
十
一
日
の

満
願
の
夜
、
夢
の
中

に
捜
し
求
め
て
い
た

剣
の
妙
技
が
記
さ
れ

た
一
軸
の
巻
物
を
天

か
ら
授
か
り
、
誠
の

道
に
か
な
う
妙
技
を

得
て
一
流
を
興
し
て

こ
れ
を
天
流
と
称
し
、

後
に
天
道
流
と
改
め

た
。
こ
れ
に
よ
り
諸

国
を
巡
り
修
行
を
重

ね
、
京
都
で
は
そ
の
剣
名
が
上
聞
に
達
し
、「
一い
っ

刀と
う

三さ
ん

礼ら
い

」
の
秘
剣
を

天
覧
に
供
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
諸
国
修
行
を
終
え
て
郷
里
井
手
に

居
を
構
え
て
名
声
を
馳
せ
た
が
、
霞
か
す
み

神し
ん

道と
う

流り
ゅ
うの
桜
井
大
隅
守
と
決
闘
、

射
殺
さ
れ
る
。
そ
の
際
に
示
し
た
矢
切
り
の
術
を
「
一
文
字
の
乱み
だ
れ」

と

い
い
、
い
ま
な
お
天
道
流
の
基
本
と
さ
れ
て
い
る
。
伝
鬼
房
の
最
期
を

見
届
け
た
弟
子
の
小
松
一
卜
斎
が
伝
鬼
房
の
実
子
、
法
玄
に
こ
の
技
を

伝
え
、
法
玄
は
二
代
目
を
継
承
し
、
そ
の
流
儀
は
現
在
ま
で
薙
刀
、
二に

刀と
う

、
杖
、
剣
、
鎖
鎌
、
小
太
刀
な
ど
の
技
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

ܥ

ේ

流
ّ
ͷ
ಛ


天
道
流
は
形
試
合
、
す
な
わ
ち
形
そ
の
も
の
が
真
剣
試
合
と
同
じ
と

さ
れ
て
い
る
。
相
手
の
動
き
に
従
い
、
千
変
万
化
、
無
理
な
く
合
理
的

に
薙
刀
の
筋
条
を
正
し
く
押
し
切
り
、
引
き
切
り
、
あ
る
い
は
エ
グ
リ

突
く
。
腰
の
開
き
、
組
足
の
力
に
特
徴
が
あ
る
。

天
道
流
兵
法
序
歌

「
極
意
と
て

別
に
き
わ
ま
る

事
も
な
し

た
え
ぬ
心
の

た
し
な
み
を
云
ふ
」

「
兵
法
は

目
つ
け
手
の
う
ち

心
持
ち懸

待
の
間
を

常
に
忘
る
な
」

ԋ

ऀ

木き

村む
ら

恭や
す

子こ　
　

細ほ
そ

井い

優ゆ
う

子こ

木き

村む
ら

有ゆ

り里　
　

清き
よ

水み
ず

真ま

由ゆ

美み

ԋ


༰

薙
刀　
　

受
太
刀

木
村

有
里　
　

仕
太
刀

清
水
真
由
美

二
刀　
　

受
太
刀

木
村

恭
子　
　

仕
太
刀

細
井

優
子

薙
刀　
　

受
太
刀

木
村

恭
子　
　

仕
太
刀

木
村

有
里

׆
ಈ
ঢ়
گ

眞
月
会
と
い
う
会
を
起
こ
し
、
各
地
で
指
導
に
あ
た
り
会
員
を
作
り
、

研
修
会
を
開
い
て
一
堂
に
集
ま
り
、
後
世
に
正
し
く
伝
承
さ
れ
て
い
る

業
と
心
を
伝
え
る
た
め
研け
ん
さ
ん鑽
に
励
ん
で
い
る
。
ま
た
、
年
に
一
度
大
会

を
開
き
、
成
果
を
発
表
し
て
い
る
。

年
間
事
業

天
道
流
春
季
・
秋
季
研
修
会　
　

天
道
流
演
武
大
会

眞
月
会
月
例
稽
古
会
（
毎
月
第
二
日
曜
日
）　　

地
方
研
修
会

ܤ
ݹ


公
益
財
団
法
人
修
武
館

〒
664
―
0858
兵
庫
県
伊
丹
市
西
台
３
―
２
―
１１

☎
（
０
７
２
）
７
７
３
―
１
４
３
１

連
絡
先

第
十
七
代
宗
家

木
村

恭
子

〒
167
―
0052
東
京
都
杉
並
区
南
荻
窪
１
―
３６
―
３

☎
（
０
３
）
３
３
３
４
―
９
１
１
１

斎代
三

助
之
牛
藤

│

夏
日

衛
左
喜

能
重
門

斎
）
祖
始
（代
初

藤

房
鬼
伝
官
判

│
実代
二

子

玄
法

│
人代
三

助
之
熊
見

―
斎代
四

衛
兵
右
藤

加代
五

真
正
衛
兵
利
古

│
村代
六

門
衛
左
権
上

│
日代
七

忠
能
助
弥
夏

下代
八

長
恭
内
新
原
河

│
下代
九

恭
一
内
新
原
河

│
下代
十

致
一
内
新
原
河

）
注
（
高
繁
助
弥
夏
日下代

一
十

行
市
蔵
辨
原
河

│
下代
二
十

弘
一
六
唯
原
河

│
下代
三
十

霍
致
一
洗
原
河

美代
四
十

教
顕
村
田

│
美代
五
十

代
千
村
田

│
美代
六
十

子
武
村
田

│
木代
七
十

子
恭
村

・
巻
十
話
茶
家
兵
・
巻
八
始
原
林
武
朝
本
・
巻
十
伝
小
芸
武
朝
本
）
注
（

。
る
あ
で
者
著
の
巻
三
語
物
家
兵
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ෛ

武
術
は
命
を
か
け
た
戦
い
の
中
か
ら
発
生
し
、
や
が
て
江
戸
時
代
を

通
じ
て
修
身
の
道
へ
と
昇
華
さ
れ
た
武
道
と
な
り
、
こ
の
国
の
長
い
歴

史
の
中
で
育
ま
れ
た
文
化
の
結
晶
と
な
り
ま
し
た
。

我
々
は
、
心
身
一
如
で
行
う
古
武
道
の
稽
古
鍛
錬
を
通
し
て
、
日
本

の
伝
統
文
化
の
精
神
を
学
び
、
古
人
の
英
知
を
現
代
社
会
に
活
か
し
て

い
く
責
務
が
あ
り
ま
す
。

本
大
会
の
参
加
が
、
日
々
の
修
行
へ
の
一
層
の
精
進
に
資
す
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

༝

དྷ

室
町
末
期
、
上
泉
伊
勢
守
信
綱
は
愛
洲
陰
流
よ
り
「
転
ま
ろ
ば
し」
を
工
夫
し

て
新
陰
流
を
創
始
し
た
。
信
綱
に
師
事
し
た
柳
生
石
舟
斎
宗
厳
は
無
刀

の
位
を
開
悟
し
て
第
二
世
を
継
い
だ
。
宗
厳
の
長
男
厳
勝
の
子
、
兵
庫

助
利
厳
は
祖
父
石
舟
斎

の
薫
陶
を
受
け
、
異
才

が
開
花
し
第
三
世
を
継

承
し
た
。
元
和
元
年
に

初
代
尾
張
藩
主
徳
川
義

直
公
の
兵
法
師
範
と
な

り
、
太
平
の
時
代
に
即

応
す
る
直
立
た
る
身

（
自
然
体
）
の
兵
法
を

確
立
し
、
上
泉
流
祖
以

来
の
剣
の
理
と
刀
法
に

根
本
的
な
改
革
を
加
え
、

当
流
を
大
成
し
た
。
利

厳
の
子
、
連
也
厳
包
も

天
才
的
な
達
人
で
尾
張

の
麒き

麟り
ん

児じ

と
尊
ば
れ
、
道
統
は
尾
張
柳
生
家
当
主
と
尾
張
藩
主
徳
川
家

の
協
力
に
よ
っ
て
正
し
く
伝
承
さ
れ
、
第
二
十
二
世
宗
家
柳
生
耕
一
厳

信
に
至
っ
て
い
る
。

ܥ

ේ

上
泉
信
綱
―
柳
生
宗
厳
―
柳
生
利
厳
―
徳
川
義
直
―
柳
生
厳
包
―
徳
川
光

友
―
徳
川
綱
誠
―
柳
生
厳
延
―
徳
川
吉
通
―
柳
生
厳
儔
―
柳
生
厳
春
―
徳

川
治
之
―
柳
生
厳
之
―
柳
生
厳
久
―
徳
川
斉
朝
―
柳
生
厳
政
―
柳
生
厳
蕃

―
徳
川
慶
恕
―
柳
生
厳
周
―
柳
生
厳
長
―
柳
生
厳
道
―
柳
生
厳
信

流
ّ
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心
身
と
も
に
「
無
形
の
位
」
を
本
体
と
し
、
千
変
万
化
す
る
相
手
を

明
ら
か
に
観
て
、
そ
の
働
き
に
従
っ
て
無
理
な
く
転
変
し
て
勝
つ
自
在

の
刀
法
、
す
な
わ
ち
活
人
剣
で
あ
る
。
太
刀
を
全
身
の
働
き
に
よ
り
の

び
の
び
と
遣
い
、
刀
身
一
如
、
臨
機
応
変
、
自
由
活
発
に
働
く
神
妙
剣

を
目
指
し
て
い
る
。
流
祖
以
来
の
剣
の
理
と
刀
法
が
正
し
く
体
系
的
に

完
備
し
て
い
る
。

ԋ

ऀ

寺て
ら

田だ

裕ひ
ろ

昭あ
き　
　

渕ふ
ち

上が
み

俊と
し

顕あ
き　
　

竹た
け
う
ち内

孝た
か
ゆ
き幸

柳や
ぎ
ゅ
う生

耕こ
う

一い
ち

厳と
し

信の
ぶ

ԋ


༰

三さ
ん
が
く
え
ん
の

学
円
之
太た

ち刀

上
泉
信
綱
創
案
の
当
流
の
代
表
的
な
太
刀
の
一
つ
で

あ
る
。「
一い
っ

刀と
う

両り
ょ
う

段だ
ん

」「
斬ざ
ん
て
い
せ
っ

釘
截
鉄て
つ

」「
半は
ん
か
い
は
ん

開
半
向こ
う

」「
右う

旋せ
ん

左さ

転て
ん

」「
長
ち
ょ
う

短た
ん

一い
ち

味み

」
の
五
本
か
ら
成
り
、「
待
」
の
剣
理
を
具
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

試し

合あ
い

勢せ
い
ほ
う法

尾
張
柳
生
独
特
の
刀
法
で
、
徳
川
中
期
に
作
ら
れ
、
基
本

か
ら
実
践
ま
で
多
種
多
様
に
し
て
百
数
十
本
あ
る
。
流
祖
伝
来
の
太
刀

が
正
し
く
使
え
る
よ
う
に
、
体
の
働
き
を
こ
の
勢
法
で
稽
古
す
る
。

燕え
ん

飛ぴ

之の

太た

刀ち

上
泉
信
綱
が
愛
洲
陰
流
の
「
猿え
ん
か
い廻
」
よ
り
発
展
さ
せ

「
燕え
ん

飛ぴ

」「
猿え
ん
か
い廻
」「
山や
ま
か
げ陰
」「
月つ
き
か
げ影
」「
浦う
ら
な
み波
」「
浮う
き

舟ふ
ね

」
の
六
本
と
し
て

完
成
し
た
。
こ
れ
を
序
、
破
、
急
の
調
子
に
よ
り
連
続
し
て
遣
う
。
懸
、

待
、
表
、
裏
の
刀
法
が
円
転
滑
脱
、
流
れ
る
如
く
自
在
に
展
開
す
る
。

׆
ಈ
ঢ়
گ

左
記
の
定
例
稽
古
の
他
、
年
一
回
、
全
体
合
宿
・
外
国
人
セ
ミ
ナ
ー

を
行
う
。
口
伝
書
な
ど
の
解
説
を
行
う
講
道
を
含
み
、
宗
家
直
伝
の
稽

古
形
態
を
と
る
。

ܤ
ݹ

ٴ
ͼ
ࢧ
෦

名
古
屋
柳
生
会

・
名
古
屋
市
天
白
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
他

毎
週
火
曜
日
・
木
曜
日

午
後
七
時
〜
九
時

・
名
古
屋
市
露
橋
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
他

週
末
月
二
回

午
後
三
時
〜
六
時

東
京
柳
生
会

中
野
体
育
館
他

火
曜
日

午
後
六
時
半
〜
九
時

中
野
勤
労
福
祉
会
館
他

日
曜
日

午
後
二
時
〜
五
時

関
西
柳
生
会

豊
中
市
武
道
館
「
ひ
び
き
」
土
曜
日

午
後
一
時
〜
四
時

安
城
柳
生
会

正
武
館
道
場

水
曜
日

午
後
八
時
〜
十
時

柳
生
会
米
国

剣
禅
道
場
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
土
曜
日

午
後
一
時
〜
四
時

香
港
柳
生
会

鴨
州
州
体
育
館

月
曜
日
・
金
曜
日

午
後
八
時
〜
十
時

柳
生
会

柳
生
新
陰
流
兵
法
剣
術
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト

http://yagyu-shinkage-ryu.jp/
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今
も
尚
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影
響
は
続
い
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
武
神
を
祀
る
鹿
島
神
宮
に
於
い
て
、
第
十
二

回
鹿
島
神
宮
奉
納
日
本
古
武
道
交
流
演
武
大
会
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
は
、

誠
に
意
義
深
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
荒
木
流
拳
法
も
お
陰
を
も
ち
ま
し

て
、
こ
れ
ま
で
連
続
し
て
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
本
年
は
特

に
諸
般
の
事
情
等
に
よ
り
、
練
習
量
も
少
な
い
中
で
の
参
加
で
あ
り
ま

す
の
で
、
本
番
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
技
を
存
分
に
発
揮
し
て
奉

納
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ま
た
、
本
大
会
に
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
関
係
各
位
に
対
し
、
心
か

ら
感
謝
と
敬
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

༝

དྷ

今
よ
り
四
百
余
年
前
、
天
正
の
昔
よ
り
言
い
伝
え
が
あ
る
。『
武
芸

流
派
大
辞
典
』『
尾お
わ

張り
は

藩ん
ぶ

武じ
ゅ

術つ
し

集ゅ
う

録ろ
く

』
及
び
そ
の
他
の
文
献
な
ど
に
よ

れ
ば
、
荒
木
流
拳
法
は
、
荒
木
村
重
の
孫
に
あ
た
る
荒あ
ら

木き

む

仁に
ん

斎さ
い

源み
な
も
と

秀ひ
で

縄つ
な

よ
り
伝
承
さ
れ
た
。
古
く
は
中
国
拳
法
か
ら
発
達
し
、
戦
国
時
代

の
天
正
年
間
、
荒
木

仁
斎
の
こ
ろ
、
実
戦

体
験
か
ら
武
術
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。

こ
の
武
術
は
現
在
か
ら
見
れ
ば
原
始
的
要

素
を
多
分
に
持
っ
て
い
る
。
言
い
か
え
れ
ば

武
術
が
剣
術
、
柔
術
な
ど
に
体
系
付
け
ら
れ

る
以
前
の
も
の
で
、
棒
、
鎖
、
小
具
足
、
長

巻
、
刀
術
、
拳
法
な
ど
が
未
分
化
の
ま
ま
受

け
継
が
れ
て
い
る
総
合
武
術
で
あ
る
。

ܥ

ේ

荒
木

仁
斎
秀
縄
―
森
霞
之
助
勝
重
―
山
本
嘉
助
勝
久
―
竹
内
九
郎
右

ヱ
衛
門
勝
吉
―
高
橋
儀
右
ヱ
衛
門
森
久
―
方
坂
九
郎
右
ヱ
門
吉
久
―
向

井
左
次
郎
正
久
―
小
林
藤
左
ヱ
門
常
正
―
小
峰
文
太
武
矩
―
栗
原
五
百

二
正
重
―
鈴
木
円
太
夫
義
直
―
大
和
兵
内
規
重
―
新
井
富
蔵
忠
好
拳
斎

―
菊
池
毅
之
進
知
方
―
大
和
彌
藤
次
知
和
―
菊
池
源
吉
和
吉
―
菊
池
邦
光

流
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一
、
綜
合
的
な
武
芸
の
流
儀
で
あ
る
。

二
、
鎖
鎌
、
乳
切
木
な
ど
に
お
い
て
鎖
を
使
用
す
る
。

三
、
攻
め
が
主
体
で
な
く
、
防
御
を
基
本
と
す
る
。

四
、
各
技
も
荒
々
し
く
実
戦
的
、
技
の
最
後
は
必
ず
と
ど
め
を
刺
す
。

五
、
棒
、
鎖
、
小
具
足
、
長
巻
、
刀
術
、
拳
法
な
ど
が
未
分
化
の
ま
ま
、

受
け
継
が
れ
て
い
る
総
合
武
術
で
あ
る
。

六
、
荒
木
流
拳
法
の
理
歌
の
一
つ
に
「
稽
古
を
ば
勝
負
す
る
ぞ
と
思
え

な
い
し
勝
負
は
常
の
稽
古
な
る
べ
し
」
と
し
て
い
る
。

ԋ

ऀ

菊き
く

池ち

邦く
に

光み
つ　

　

西に
し
か
わ川

二じ
ろ
う郎　

　

細ほ
そ

野の

桂け
い
い
ち一

鈴す
ず

木き

崇た
か

史し

ԋ


༰

棒

術
一
、
入い
り

身み　
　
　

二
、
腹は
ら

掃は

き　
　

三
、
冠
か
ん
む
り

落お
と

し

四
、
二ふ
た

ツつ

掃は

き

五
、
返か
え

し
棒ぼ
う

乳ち
ぎ
り
き

切
木

一
、
一ひ
と

つ
打う

ち

二
、
飛と

び
違ち
が

い

三
、
足あ
し

巻ま
き

四
、
太た
ち
ま
き

刀
巻

五
、
首く
び
ま
き巻

鎖

鎌

居い

捕ど

り

二
本

一
、
玉た
ま

あ
て　
　

二
、
入い
り

身み

立た
ち

取ど

り

三
本

一
、
太た

刀ち

取ど

り

二
、
鎌か
ま

に
て
あ
て
身み

三
、
首く
び

巻ま
き

特

徴

乳
切
木
、
鎖
鎌
の
両
技
は
、
い
ず
れ
も
一
メ
ー
ト
ル
二
十
セ

ン
チ
の
鎖
を
使
用
し
て
の
技
で
あ
り
、
共
に
実
戦
的
な
技
で
あ
る
。

׆
ಈ
ঢ়
گ

現
在
の
稽
古
は
、
毎
月
第
一
・
第
三
土
曜
日
（
昼
間
）
自
宅
で
、
門

下
生
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。

ま
た
、
年
間
事
業
な
ど
に
つ
い
て
は
、
各
地
方
で
開
催
さ
れ
る
、
各
種

の
古
武
道
演
武
大
会
に
参
加
し
、
古
武
道
の
普
及
発
展
に
努
め
て
い
る
。

さ
ら
に
海
外
へ
の
文
化
交
流
に
対
し
て
は
、
日
本
武
道
団
代
表
の
一

員
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
フ
ラ
ン
ス
・
モ
ナ
コ
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
・
ボ
ス
ト
ン
・
ス
ペ
イ
ン
・
カ
ナ
ダ
・

ブ
ラ
ジ
ル
・
ロ
シ
ア
に
渡
り
、
国
際
文
化
交
流
を
図
っ
て
い
る
。

ܤ
ݹ

ٴ
ͼ
ࢧ
෦

道
場
所
在
地

〒
372
―
0033

群
馬
県
伊
勢
崎
市
南
千
木
町
２
２
３
５
―
１

☎
（
０
２
７
０
）
２
６
―
１
５
６
０
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鹿
島
の
太
刀
で
知
ら
れ
、
松ま
つ
も
と本

備び
ぜ
ん
の
か
み

前
守
、
塚
原
ト
伝
誕
生
の
地
で
あ

る
鹿
島
神
宮
社
殿
特
設
演
武
場
で
行
わ
れ
る
、
第
十
二
回
鹿
島
神
宮
奉

納
日
本
古
武
道
交
流
演
武
大
会
に
参
加
で
き
ま
す
こ
と
は
大
変
に
光
栄

な
こ
と
で
あ
り
、
よ
り
一
層
の
精
進
に
励
ん
で
大
会
に
臨
み
、
神
宮
に

棲す

む
剣
の
神
々
の
匂
い
に
少
し
で
も
触
れ
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

༝

དྷ

流
祖
・
福
井
兵
右
衛
門

嘉
平
は
元
禄
十
三
年
、
下

野
国
に
生
ま
れ
、
一
円
流

の
野
中
権
内
に
つ
い
て
修

業
し
た
。
諸
国
武
者
修
業

に
励
み
、
信
州
戸
隠
の
飯

綱
権
現
に
立
ち
寄
っ
て
参

篭
、
祈
願
す
る
こ
と
五
十

日
に
及
び
、
つ
い
に
剣
の

奥
義
を
悟
り
、
神
道
無
念

流
を
創
始
し
た
。
そ
の
後
、
江
戸
四
谷
に
道
場
を
開
き
、
門
弟
の
育
成

と
流
派
の
発
展
に
努
力
し
た
。
神
道
無
念
流
が
広
く
世
間
に
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
戸
賀
崎
熊
太
郎
暉て
る
よ
し芳
か
ら
で
あ
る
。
暉
芳
は
延
享

元
年
武
州
清
久
村
の
生
ま
れ
で
、
十
五
歳
の
と
き
に
江
戸
に
出
て
嘉
平

に
師
事
し
、
弱
冠
二
十
一
歳
で
免
許
を
得
た
。
岡
田
十
松
や
斉
藤
弥
九

郎
な
ど
の
剣
客
が
こ
の
門
か
ら
出
る
に
及
ん
で
一
層
隆
盛
を
極
め
、
特

に
斉
藤
弥
九
郎
は
、
北
辰
一
刀
流
の
千
葉
周
作
、
鏡
心
明
智
流
の
桃
井

春
蔵
と
並
び
幕
末
三
剣
豪
と
い
わ
れ
た
。
門
下
に
は
江
川
太
郎
左
衛
門
、

藤
田
東
湖
、
桂
小
五
郎
、
品
川
弥
二
郎
、
秋
山
要
助
、
仏
生
寺
弥
助
ら

錚そ
う
そ
う々

た
る
剣
客
や
人
物
を
輩
出
し
た
。
明
治
以
降
、
根
岸
信
五
郎
、
中

山
博
道
、
中
山
善
道
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
た
。

ܥ

ේ

福流

祖井
兵
右
衛
門
嘉
平
―
戸二

代賀
崎
熊
太
郎
暉
芳
―
岡三

代田
十
松
吉
利
―
斉四

代藤

弥
九
郎
善
道
―
斉五

代藤
新
太
郎
龍
善
―
根六

代岸
信
五
郎
―
中七

代山
博
道
―
中八

代山

善
道
―
佐九

代伯
宗
一
郎
―
小十
代
現
館
長

川
武

流
ّ
ͷ
ಛ


当
流
は
幕
末
の
動
乱
期
に
文
武
を
奨
励
し
、
精
神
の
鍛
錬
を
最
も
重

視
し
た
義
に
用
い
る
剣
で
あ
り
、
そ
の
根
本
的
な
思
想
は
和
で
あ
る
。

昔
は
「
鞘
の
中
に
抜
か
ざ
る
刀
」
を
絶
え
ず
念
頭
に
お
き
、
み
だ
り
に

事
を
刀
で
表
す
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
極
意
は
表
面
に
ま
だ

現
れ
な
い
現
象
を
い
ち
早
く
捉
え
な
が
ら
、
何
事
に
も
影
響
さ
れ
な
い

柔
軟
な
対
応
、
円
に
し
て
縁
を
切
ら
な
い
剣
法
、
そ
の
無
念
の
境
地
を

学
ぶ
こ
と
に
あ
る
。

ԋ

ऀ

有
信
館
長

小お

川が
わ　
　

武た
け
し　
　

免　
　

許

萩は
ぎ
さ
き崎　
　

昭あ
き
ら

順
免
許

土つ
ち

屋や

正ま
さ
の
り則
　
　

目　
　

録

玉た
ま

根ね

純じ
ゅ
ん
や也

ԋ


༰

中
伝
組
太
刀

一
本
目

五
本
目

六
本
目

七
本
目

こ
め
か
み
、
右
足
へ
の
攻
撃
を
か
わ
し
、
刀
身
に
左
手
を
添
え
頭

上
に
斬
り
つ
け
る
。
相
打
ち
か
ら
脇
構
に
引
き
、
正
面
を
切
り
来
る

を
払
い
落
と
し
て
正
面
を
斬
る
。
下
段
か
ら
中
段
に
な
る
の
を
左
右

に
い
な
さ
れ
、
正
面
斬
り
を
摺
り
上
げ
摺
り
落
と
し
て
下
か
ら
左
腕

に
斬
り
つ
け
る
。
左
右
に
捌
い
て
頭
上
へ
の
攻
撃
、
最
後
は
逆
胴
斬

り
な
ど
。

非
打

二
本
目

七
本
目

八
本
目

九
本
目

足
に
斬
り
来
る
を
上
体
を
下
げ
て
受
け
、
上
体
を
伸
ば
し
て
頭
上

を
斬
る
。
柄
頭
で
鼻
部
を
強
打
す
る
。
足
を
斬
っ
て
き
た
太
刀
を
下

か
ら
巻
き
上
げ
、
前
に
崩
す
な
ど
が
あ
る
。

立
居
合

　
　

霞
か
ら
の
斬
り
上
げ
に
特
徴
あ
り
。

׆
ಈ
ঢ়
گ

毎
週
（
日
・
木
・
土
）
三
日
稽
古
会
を
開
き
、
中
山
博
道
伝
承
形
（
剣

術
・
居
合
術
・
杖
術
）
の
研
修
に
邁ま
い

進し
ん

し
、
大
久
保
・
中
目
黒
・
松
戸
・

埼
玉
支
部
の
巡
回
指
導
。
日
本
古
武
道
協
会
及
び
日
本
古
武
道
振
興
会

の
各
種
大
会
に
出
演
し
て
、門
弟
の
育
成
と
流
派
の
発
展
に
努
め
て
い
る
。

ܤ
ݹ

ٴ
ͼ
ࢧ
෦

大
久
保
（
毎
週
木
曜
日
午
後
七
時
〜
九
時
）
新
宿
Ｂ
Ｍ
Ｔ
ス
タ
ジ
オ

中
目
黒
（
毎
週
日
曜
日
午
前
八
時
〜
十
時
）

中
目
黒
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
ス
タ
ジ
オ

埼
玉
支
部
（
支
部
長

萩
崎
昭
）

さ
い
た
ま
市
大
宮
武
道
館
及
び
大
宮
市
民
体
育
館

日
曜
日

午
後
五
時
〜
七
時
（
不
定
期
）

月
曜
日

午
後
五
時
〜
七
時
（
不
定
期
）

土
曜
日

午
後
三
時
〜
五
時
（
不
定
期
）

松
戸
支
部
（
支
部
長

土
屋
正
則
）

稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー

土
曜
日
・
日
曜
日
（
不
定
期
）

中
国
・
広
州
支
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.shinto-m

unenryu.jp/

連
絡
先

城
﨑
建
太
郎

☎
（
０
３
）
５
２
７
５
―
３
３
５
３

〒
102
―
0073
東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
１
―
２
―
３

フ
ナ
ト
ビ
ル
七
階

東
京
神
田
法
律
事
務
所
内
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こ
の
度
は
鹿
島
神
宮
奉
納
日
本
古
武
道
交
流
演
武
大
会
の
開
催
に
あ

た
り
ご
尽
力
下
さ
り
ま
し
た
関
係
者
各
位
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
お
陰
様
で
先
代
、
酒
本
房
太
郎
よ
り
伝
わ
る
当
流
の
教
え
も
無
事

に
令
和
の
時
代
に
ま
で
伝
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

本
日
は
由
緒
正
し
き
鹿
島
の
地
に
て
、
育
っ
て
き
た
弟
子
と
共
に
奉

納
演
武
出
来
る
事
は
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
伝

承
が
途
絶
え
る
事
が
無
い
よ
う
、更
な
る
精
進
に
励
み
た
い
と
存
じ
ま
す
。

（
顧
問

坂
本

忠
彦
）

༝

དྷ

流
祖
は
紀き
し
ゅ
う州

藩は
ん
し士

、
磯い
そ
ま
た
え
も
ん

又
右
衛
門
柳り
ゅ
う
か
ん
さ
い

関
斎
源み
な
も
と
の
ま
さ
た
り

正
足
（
文
久
三
年
・

一
八
六
三
年
没
）
伊
勢
松
坂
生
ま
れ
。
楊よ
う
し
ん
り
ゅ
う

心
流
、
真し
ん
の
し
ん
と
う
り
ゅ
う

之
神
道
流
を
修
行

し
、
奥
義
を
極
め
る
。
京き
ょ
う
と
き
た
の
て
ん
ま
ん
ぐ
う

都
北
野
天
満
宮
に
参さ
ん
ろ
う籠

し
楊よ
う

柳り
ゅ
うの

風
に
な
び

く
様
を
観
て
大た
い
ご悟
し
「
北
野
の
天
神
様
」
と
、
こ
れ
ま
で
に
修
行
し
て

き
た
二
流
「
真
」
と
「
楊
」
の

文
字
を
合
わ
せ
天
神
真
楊
流

と
名
付
け
た
。
江
戸
神
田
お
玉

ケ
池
に
道
場
を
開
き
、
諸
国
の

門
人
は
五
千
余
り
を
数
え
た
。

講
道
館
柔
道
の
創
始
者
嘉
納

治
五
郎
師
範
は
明
治
十
年
に

師
範
家
、
福ふ
く
だ
は
ち
の
す
け

田
八
之
助
の
門
に

入
り
修
行
を
始
め
る
。
明
治

十
二
年
師
の
死
去
に
あ
い
、
三

世
磯い
そ
ま
た
え
も
ん

又
右
衛
門
源み
な
も
と
の
ま
さ
と
も

正
智
に
つ

い
て
修
行
を
続
け
、
そ
の
理
合

い
や
技
を
応
用
し
明
治
十
五

年
講
道
館
柔
道
を
創
始
し
た
。

ܥ

ේ

流
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柔
軟
な
身
体
を
も
っ
て
相
手
の
気
力
に
逆
ら
わ
ず
、
変
化
に
応
じ
相

手
を
崩
し
制
す
る
。
投
技
、
関
節
技
、
絞
技
の
多
く
が
講
道
館
柔
道
の

基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
実
戦
に
お
け
る
真
の
当（
急
所
へ
の
攻
撃
）

を
技
法
の
中
で
活
用
し
て
い
る
。

ԋ

ऀ

坂さ
か
も
と本

忠た
だ
ひ
こ彦　
　

渡わ
た
な
べ邊

卓た
く
や也　
　

古ふ
る
か
わ川

眞し
ん
い
ち一

ԋ


༰

初し
ょ
だ
ん
い
ど
り

段
居
捕

①
真し
ん
の
く
ら
い

之
位

後
方
へ
倒
し
た
後
に
締
め
技
に
て
制
す
る
。

②
添そ
え
ど
り捕　

　

横
向
き
に
投
げ
な
が
ら
同
時
に
首
を
締
め
制
す
る
。

③
後う
し
ろ
ど
り

捕　
　

後
方
よ
り
押
さ
え
つ
け
を
解
い
た
直
後
に
前
方
へ
投
げ
る
。

中ち
ゅ
う
だ
ん
い
ど
り

段
居
捕

④
左ひ
だ
り
む
な
ど
り

胸
捕

腕
を
逆
に
極
め
、
う
つ
伏
せ
に
て
制
す
る
。

⑤
右み
ぎ
む
な
ど
り

胸
捕

当
身
を
入
れ
た
後
に
後
方
へ
倒
し
制
す
る
。

⑥
袖そ
で
ぐ
る
ま
車　
　

襟
を
取
り
後
方
へ
回
り
込
ん
で
首
を
絞
め
る
。

⑦
左さ
ゆ
う
の
き
ょ
く

右
之
曲

後
方
に
反
ら
し
、
体
の
支
え
を
離
し
地
面
へ
落
と
す
。

投な
げ
す
て捨

⑧
鐘し
ゅ
も
く木　

　

当
身
を
受
け
た
後
に
、
足
を
刈
り
仰
向
け
に
投
げ
る
。

⑨
朽く
ち
き
た
お
し

木
倒

左
手
に
て
足
を
刈
り
な
が
ら
右
手
に
て
後
方
に
押
し
倒
す
。

⑩
腕う
で
が
ら
み

緘　
　

当
身
を
受
け
た
後
に
、
腕
を
か
ら
め
て
関
節
を
極
め
る
。

極ご
く
い
じ
ょ
う
だ
ん
た
ち
あ
い

意
上
段
立
合

⑪
杉す
ぎ
た
お
し

倒　
　

前
方
に
う
つ
伏
せ
に
倒
し
た
後
に
、
足
関
節
で
制
す
る
。

⑫
天て
ん
ぐ狗
勝し
ょ
う

前
方
に
引
き
崩
し
た
直
後
に
首
を
制
し
、急
所
へ
当
身
を
入
れ
る
。

׆
ಈ
ঢ়
گ

日
本
古
武
道
協
会
主
催
の
演
武
会
を
は
じ
め
、
各
地
の
奉
納
行
事
に

参
加
し
て
い
る
。
ま
た
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
開
催
さ
れ
た
日
本
・
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
国
交
樹
立
60
周
年
記
念
事
業
で
は
日
本
武
道
代
表
団
の
一
員
と
し

て
演
武
を
行
っ
た
。

ܤ
ݹ

ٴ
ͼ
ࢧ
෦

文
京
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

東
京
都
文
京
区
大
塚
３
丁
目
２９
―
２

千
代
田
区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
２
丁
目
１
―
８

新
宿
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

東
京
都
新
宿
区
大
久
保
３
丁
目
５
―
１

中
央
区
立
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
浜
町
２
丁
目
５９
―
１

東
松
山
武
道
場

埼
玉
県
東
松
山
市
本
町
１
丁
目
２
―
２１

四
国
支
部

〒
799
―
0413
愛
媛
県
四
国
中
央
市
中
曽
根
町
７９６
―
３  

八
木
接
骨
院
内

連
絡
先

本
部
事
務
局

〒
355
―
0047
埼
玉
県
東
松
山
市
高
坂
８４９
―
６

渡
邊
卓
也
方

☎
０
４
９
３
―
８
１
―
７
９
６
４  

☎
０
９
０
―
３
４
２
０
―
２
０
５
６

info@
takuya.in

磯元
祖

又
右
衛
門
源
正
足
―
磯二
世

又
一
郎
正
光
―
磯三
世

又
右
衛
門
正
智

磯四
世

又
右
衛
門
正
信
―
磯五
世

又
右
衛
門
正
幸
―
絶

家

　
　

井
上
敬
太
郎

　
　

吉
田

千
春　
　
　
　
　
　
　
　

吉講
道
館

八
段

沢　
　

清

　
　

福幕
府
講
武
所

師
範

田
八
之
助
―
嘉講
道
館
柔
道

創
始
者

納
治
五
郎　
　

油講
道
館

六
段

谷　
　

忠

　
　

八大
日
本
武
徳
会

範
士

木
寅
次
郎
―
酒講
道
館

九
段

本
房
太
郎　
　

久講
道
館

七
段

保
田
敏
弘

久師
範
家保

田
修
弘

　
　

戸大
日
本
武
徳
会

範
士

沢
徳
三
郎
―
植合
気
道

創
始
者

芝

盛
平　
　

坂講
道
館

七
段

本

忠
彦
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第
十
二
回
鹿
島
神
宮
奉
納
日
本
古
武
道
交
流
演
武
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
こ
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
古
来
よ
り
由
緒
正
し
き
武

甕
槌
大
神
様
の
御
神
前
で
奉
納
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
大
き
な
喜
び

で
あ
り
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
日
々
稽
古
に
励
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
伝
統
の
技
を
心
を
こ
め
誠
心
誠
意
演
武
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

༝

དྷ

当
流
は
初
代
荒
木
夢
仁
斎
源

秀
縄
が
こ
れ
を
は
じ
め
、
第
四

代
赤
羽
一
間
多
源
信
隣
が
、
文

化
五
年
に
荒
木
流
軍
用
小
具
足
、

す
な
わ
ち
、
棒
、
居
合
、
長
刀
、

捕
手
、
柔
、
縄
、
太
刀
、
槍
、
乳

切
木
な
ど
の
各
種
武
術
を
取
り

入
れ
、
総
合
武
術
と
し
て
完
成

し
た
も
の
で
あ
る
。
八
代
宗
家

松
尾
剣
風
は
明
治
三
十
六
年
福

岡
県
鞍
手
郡
に
出
生
、
五
歳
に

し
て
祖
父
黒
田
藩
剣
術
指
南
役

よ
り
武
道
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
以
来
武
道
一
筋
に
修
業
を
重
ね
、
そ

の
妙
技
を
極
め
た
。
昭
和
六
十
年
六
月
、
松
尾
剣
風
師
範
亡
き
あ
と
、

門
人
一
同
結
束
を
固
め
、
古
武
道
保
存
と
振
興
の
た
め
、
流
儀
を
継
承

す
べ
く
、
研け
ん
さ
ん鑽
、
精
進
を
重
ね
、
今
日
に
及
ん
で
い
る
。

ܥ

ේ

荒流

祖木
夢
仁
斎
源
秀
縄
―
荒二

代木
武
左
衛
門
―
塩三

代野
奉
行
―
赤四

代羽
一
間
多
源

信
隣
―
小五

代松
廣
三
郎
―
松六

代尾
作
左
衛
門
安
信
―
勝七

代野
秋
雄
―
松八

代尾
剣
風

―
保九

代科
侃
司
―
千代
表

師
範葉

明

流
ّ
ͷ
ಛ


当
流
は
す
べ
て
実
戦
体
験
か
ら
武
術
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
極
め
て
即
実
践
的
な
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
居
合
は
二

刀
を
帯
び
て
行
な
い
、
小
具
足
・
体
術
の
要
素
が
入
れ
ら
れ
、
立
居
合

の
ほ
と
ん
ど
が
袈
裟
斬
り
で
敵
を
倒
す
。

ԋ

ऀ

千ち

ば葉　
　

明あ
き
ら　
　

坂さ
か
も
と本

浩こ
う
い
ち一

鶴つ
る
お
か岡

嘉よ
し
は
る治　

　

鈴す
ず
き木

優ゆ
う
す
け輔

ԋ


༰

槍

術
脇わ
き
ば
ら
い

払　
　

左
ひ
だ
り
わ
き
が
ま
え

脇
構　
　

袈け
さ
ぎ
り

裟
斬　
　

突
つ
き
お
と
し落

居
合
術

向こ
う
ど
う
け
ん

動
剣　
　

柄つ
か
ど
め留　

　

横よ
こ
け
ん剣　

　

剣け
ん
り
ゅ
う龍　

　

居い
ぬ
き抜

׆
ಈ
ঢ়
گ

日
本
古
武
道
協
会
・
日
本
古
武
道
振
興
会
が
主
催
す
る
日
本
古
武
道

演
武
大
会
を
は
じ
め
下
鴨
神
社
、
白
峯
神
宮
、
鹿
島
神
宮
、
明
治
神
宮

で
の
奉
納
演
武
に
参
加
、
ま
た
地
元
古
武
道
大
会
お
よ
び
毎
年
秋
季
に

は
総
合
武
道
演
武
大
会
を
開
催
し
伝
統
武
術
の
向
上
と
普
及
に
努
め
て

い
る
ܤ。

ݹ

ٴ
ͼ
ࢧ
෦

稽
古
日

毎
週
日
曜
日

午
前
・
午
後

連
絡
先

０
９
０
―
１
９
４
８
―
２
０
１
０
（
千ち

ば葉

明あ
き
ら）

稽
古
場

神
奈
川
県
立
武
道
館
（
横
浜
市
港
北
区
岸
根
町
７２５
）

横
浜
武
道
館
（
横
浜
市
中
区
翁
町
２
―
９
―
１０
）

た
き
が
し
ら
会
館
（
横
浜
市
磯
子
区
滝
頭
３
―
１
―
６８
）

初
音
ヶ
丘
地
区
セ
ン
タ
ー
（
横
浜
市
保
土
ヶ
谷
区
藤
塚
町
１５
―
１
）
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๊

ෛ

コ
ロ
ナ
禍
、
鹿
島
の
地
で
大
会
に
参
加
で
き
る
こ
と
を
光
栄
に
思
い

ま
す
。
先
代
宗
家
生
誕
一
〇
〇
年
の
記
念
す
べ
き
時
、
琉
球
王
国
の
侍

が
鍛
錬
し
た
「
武
術
」
を
公
開
し
、
日
本
の
武
術
と
の
共
通
性
を
見
て

い
た
だ
き
、
先
師
の
御
霊
に
御
報
告
し
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
鹿

島
の
演
武
大
会
を
当
流
派
の
行
事
と
し
て
継
続
し
、
今
後
も
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

༝

དྷ

当
流
派
は
、
琉
球
王

朝
時
代
に
中
国
清
王
朝

と
の
交
易
か
ら
文
化
交

流
が
生
ま
れ
、
大
和
の

武
術
と
少
林
武
術
の
影

響
を
受
け
、
琉
球
の
「
武

術
」
が
発
展
し
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。

又
吉
家
は
、
代
々
「
麻ま
ぁ

氏う
じ

」
を
門む
ん
ち
ゅ
う中と

し
て
、
琉
球
王
朝
時
代
を
生

き
て
来
ま
し
た
。
そ
の
門む
ん
ち
ゅ
う中の

中
に
は
、
多
く
の
武
士
が
お
り
、
明
治

政
府
が
沖
縄
県
と
し
て
日
本
に
併
合
し
た
際
、
反
対
士
族
は
、
頑
固
党

と
し
て
、
新
天
地
を
開
拓
し
、
嘉
手
納
の
千し
ん
ば
る原
に
ヤ
ー
ド
イ
を
建
築
し

ま
し
た
。
こ
こ
に
集
ま
っ
た
士
族
の
中
に
多
く
の
武
人
が
お
り
、
又
吉

眞
得
が
中
心
に
な
り
、
琉
球
王
朝
時
代
か
ら
の
武
術
の
保
存
が
始
ま
っ

た
も
の
で
す
。

ܥ

ේ

太た
い
そ
う宗
眞し

武ぶ

―
以
下
十
二
代
略
―
眞し
ん

得と
く

（
天て
ん
め
い明
六
年
生
）
―
眞し
ん

珍ち
ん

（
引き
ゅ
う
か化

元
年
生
）
―
眞し
ん
こ
う光

（
明
治
二
十
一
年
生
）
―
眞し
ん

豊ぽ
う

―
眞
靖や
す
し

流
ّ
ͷ
ಛ


禁
武
政
策
を
取
ら
れ
た
琉
球
王
国
は
、
自
衛
の
手
段
と
し
て
少
林
武

術
と
大
和
の
武
術
を
琉
球
化
し
て
発
展
、
完
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
武

術
を
廃
藩
後
、
保
存
し
ま
し
た
。
継
承
さ
れ
た
武
術
は
、「
首
里
系
武
術
、

南
少
林
派
鶴
拳
、
福
州
系
武
術
、
上
海
系
武
術
、
琉
球
中
山
系
武
術
、

琉
球
那
覇
系
武
術
、
琉
球
泊
系
武
術
で
あ
り
、
総
称
し
て
「
手て
ぃ

」
及
び

「
唐と
ぅ
で
ぃ
ー手」

と
言
わ
れ
た
も
の
を
継
承
し
て
お
り
ま
す
。

ԋ

ऀ

一

周し
ゅ
う
う
じ
ぬ
く
ん

氏
之
棍

演
武
者　
　
　
　

佐さ

さ

き
々
木

透
と
お
る

二

二に
ち
ょ
う
さ
い

丁
釵　
　

演
武
者

助
手

早は
や
さ
か坂
ゆ
か
り

三

虎と
ら
ぬ
て
ぃ

之
手　
　

演
武
者

教
士

大お
お
わ
く

和
久
正ま
さ
ゆ
き幸

四

流
す
る
ー
ち
ん星
鎌か
ま　
　

演
武
者

範
士

早は
や
さ
か坂

義よ
し
ふ
み文

ԋ


༰

唐
手
と
沖
縄
古
来
の
「
武
術
」
を
保
存
す
る
当
流
は
武
器
を
持
た
な

い
国
と
し
て
米
国
ペ
ル
ー
総
統
を
驚
か
し
た
。
守
礼
の
国
「
沖う
ち
な
わ縄
」
は

自
ら
の
自
衛
の
手
段
に
し
か
武
術
を
使
用
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
は
、
琉
り
ゅ
う
き
ゅ
う球

武さ
む
れ
い士

麻ま
ぁ

氏う
じ
む
ん
ち
ゅ
う

門
中
が
継
承
し
た
天て
ん
し
ん
し
ょ
う
で
ん

眞
正
傳
の
影
響
を
受

け
発
展
し
た
「
武
術
」
と
大
陸
の
武
術
の
影
響
を
受
け
た
武
術
を
演
武

い
た
し
ま
す
。

׆
ಈ
ঢ়
گ

日
本
古
武
道
演
武
大
会
（
古
武
道
協
会
）、
全
国
武
徳
祭
、
夏
季
古

武
道
セ
ミ
ナ
ー
、
沖
縄
県
県
民
体
育
大
会
、
鹿
島
神
宮
交
流
演
武
大
会
、

そ
の
他
海
外
に
普
及
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

○
稽
古
日

各
道
場
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

ܤ
ݹ

ٴ
ͼ
ࢧ
෦

○
本
部
道
場

光
道
館
総
本
部

〒
900
―
0023
沖
縄
県
那
覇
市
礎
辺
１
―
１１
―
１５

☎
（
０
９
８
）
８
３
４
―
７
８
６
６

○
支
部
道
場

龍
ケ
崎
光
道
館

茨
城
県
龍
ケ
崎
市
川
原
代
町
４
０
７
３
―
２

☎
（
０
２
９
７
）
８
５
―
３
４
７
７

そ
の
他
眞
豊
先
生
が
普
及
し
た
道
場
は
国
内
国
外
に
多
数
あ
り
、
現

在
宗
家
が
統
一
を
図
っ
て
い
ま
す
。
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第
一
回
大
会
よ
り
参
加
さ
せ
て
頂
き
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
武
の
神
で

あ
る
武
甕
槌
神
を
祀
る
鹿
島
神
宮
と
い
う
由
緒
正
し
き
場
所
で
鞍
馬
流

の
演
武
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
こ
の
う
え
な
い
喜
び
で
あ
り
ま

す
。
日
頃
の
修
練
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
場
を
得
た
こ
と
を
感

謝
し
全
力
で
演
武
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
本
大
会
の
開
催
に
ご
尽
力
賜
り

ま
し
た
関
係
各
位
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

༝

དྷ

京
都
の
鞍
馬
山
に
は
、
源
義
経
が
、
鬼
一
法
眼
に
就
い
て
修
行
し
、
超

人
的
な
腕
前
に
達
し
た
、
と
の
言
い
伝
え
が
あ
る
。
鬼
一
法
眼
は
義
経
の

他
、
鞍
馬
の
八
人

の
僧
兵
へ
武
術
を

伝
え
て
お
り
、
こ

れ
が
鞍
馬
八
流
、

ま
た
は
京
八
流
と

呼
ば
れ
て
い
る
が
、

確
か
な
こ
と
は
わ

か
っ
て
い
な
い
。

流
祖
の
大
野
将
監

（
天
正
年
間
の
人
）

が
何
人
に
つ
い
て

修
業
し
、
こ
の
刀

法
を
編
み
出
し

た
か
は
戦
災
に

よ
り
秘
伝
書
焼

失
の
た
め
不
明

で
あ
る
。
鞍
馬
と

名
の
つ
く
流
派
は
剣
・
槍
・
棒
・
抜
刀
な
ど
い
く
つ
か
あ
っ
た
が
、
剣

術
で
は
将
監
鞍
馬
流
だ
け
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

将
監
鞍
馬
流
は
、
天
正
年
間
に
大
野
将
監
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
、
林

崎
甚
助
、
加
藤
玄
蕃
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
十
四
代
金
子
助
三

郎
、
十
五
代
宗
家
を
継
い
だ
柴
田
衛
守
が
流
派
の
中
興
の
祖
と
い
わ
れ

て
い
る
。
柴
田
衛
守
は
直
参
旗
本
出
身
で
、
東
京
四
谷
に
習
成
館
道
場

（
勝
海
舟
命
名
、
一
八
七
九
年
創
設
）
を
開
い
て
門
人
を
育
て
る
。
大

日
本
武
徳
会
剣
道
範
士
、
警
視
庁
剣
道
主
席
師
範
を
つ
と
め
る
。
衛
守

の
子
勧
（
警
視
庁
、
貴
衆
両
院
剣
道
師
範
）
と
受
け
継
が
れ
た
が
、
昭

和
二
十
年
の
戦
災
で
習
成
館
道
場
は
焼
失
し
、
鞍
馬
流
の
秘
伝
書
、
古

文
書
、
武
具
な
ど
全
て
灰
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
誠
に
惜
し
い
極
み

で
あ
る
。
そ
の
後
勧
の
子
十
七
代
鐵
雄
に
よ
り
道
場
は
再
興
さ
れ
、
現

在
は
鐵
雄
の
子
章
雄
が
十
八
代
宗
家
と
し
て
鞍
馬
流
と
、
東
京
に
あ
る

個
人
の
剣
道
場
で
は
一
番
古
い
剣
道
場
習
成
館
を
継
承
し
て
い
る
。

ܥ

ේ

大流

祖野
将
監
…
林
崎
甚
助
…
加
藤
玄
蕃
…
金
子
助
三
郎
―
柴
田
衛
守
―
柴

田
勧
―
柴
田
鐵
雄
―
柴
田
章
雄

ԋ

ऀ

宗
家

柴し
ば

田た

章あ
き

雄お　
　
　

吉よ
し

田だ

穣
じ
ょ
う

覚か
く

　
　
　

松ま
つ

井い

康こ
う

一い
ち　
　
　

渡わ
た

辺な
べ

良よ
し

雄お

ԋ


༰

鞍
馬
流
の
木
刀
の
形
は
、
蛤
刃
の
太
い
木
太
刀
を
使
っ
て
行
い
、
気

迫
に
富
ん
だ
発
声
を
も
っ
て
演
武
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
形
は
七
本

あ
り
そ
の
名
称
は
、
正せ
い
と
う
け
ん

當
剣
、
閃せ
ん
で
ん電

、
燕え
ん
ぴ飛

、
青せ
い
が
ん眼

、
変へ
ん
か化

、
気き
そ
う相

、

水す
い
し
ゃ車
で
あ
る
。
五
本
目
の
変
化
は
、「
警
視
流
木
太
刀
の
形
」
の
二
本

目
に
採
用
さ
れ
て
い
る
捲
き
落
と
し
技
で
、
現
代
剣
道
に
お
い
て
も
大

い
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

鞍
馬
流
居
合
は
五
本
あ
り
、
そ
の
名
称
は
一い
ち
も
ん
じ

文
字
、
胸む
ね
の
く
ら
い

之
位
、
戻も
ど

り

打う
ち

、
上じ
ょ
う
だ
ん段、
地じ
ず
り摺
で
あ
る
。

本
日
は
、
木
刀
七
本
、
居
合
五
本
か
ら
演
武
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

׆
ಈ
ঢ়
گ

現
在
の
活
動
状
況
は
、
毎
週
月
、
火
、
水
、
金
曜
日
と
第
二
・
四
土

曜
日
の
夕
刻
よ
り
習
成
館
道
場
で
現
代
剣
道
と
併
せ
て
鞍
馬
流
の
稽
古

を
行
っ
て
い
る
。
木
刀
の
素
振
り
、
形
稽
古
だ
け
で
は
手
の
内
が
で
き

な
い
、
と
考
え
防
具
を
着
用
し
た
竹
刀
剣
道
と
居
合
も
行
い
な
が
ら
、

技
量
・
人
物
に
応
じ
な
が
ら
、
鞍
馬
流
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

浅
草
日
本
古
武
道
大
会
（
四
月
）、
靖
国
神
社
春
季
（
四
月
）・
秋
季

（
十
月
）
例
大
祭
・
み
た
ま
祭
（
七
月
）、京
都
下
鴨
神
社
奉
納
演
武
（
五

月
）、
京
都
白
峯
神
宮
奉
納
演
武
（
五
月
）、
明
治
神
宮
奉
納
古
武
道
大

会
（
十
一
月
）、
伊
勢
神
宮
（
式
年
遷
宮
時
）
等
で
あ
る
。

ܤ
ݹ

ٴ
ͼ
ࢧ
෦

本
部

習
成
館
道
場

〒
160
│
0016

東
京
都
新
宿
区
信
濃
町
１１
│
１２

習
成
館

第
十
八
代
宗
家　
　

柴
田
章
雄

☎
・
FAX
（
０
３
）
３
３
４
１
│
８
９
８
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.shuseikan.com
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世
界
的
流
行
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
見
通
せ
な

い
非
常
時
で
の
大
会
開
催
は
、
多
く
の
皆
様
の
お
蔭
と
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

技
を
創
る
の
は
、
心
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
「
直
心
」
よ
り
生
ま

れ
出
る
清
浄
心
で
一
心
に
稽
古
し
、
微
力
な
が
ら
当
流
儀
の
す
ば
ら
し

さ
を
少
し
で
も
多
く
の
方
に
伝
わ
る
こ
と
を
願
っ
て
演
武
致
し
ま
す
。

༝

དྷ

直
じ
き
し
ん
か
げ
り
ゅ
う
な
ぎ
な
た
じ
ゅ
つ

心
影
流
薙
刀
術
の
始
祖
は
、
松ま
つ
も
と
び
ぜ
ん
の
か
み
き
の
ま
さ
も
と

本
備
前
守
紀
政
元
で
今
か
ら
お
よ

そ
五
百
年
前
、
室
町
時
代
の
末
期
、
鹿か
し
ま
し
ん
で
ん
し
ん
か
げ
り
ゅ
う

島
神
伝
神
陰
流
と
い
う
新
剣
法

を
創
始
し
た
の
に
始
ま
り
、
そ
の
流
名
は
歴
代
業
孫
に
よ
り
伝
え
ら
れ

て
き
た
が
、
七
代
山や
ま
だ
へ
い
ざ
え
も
ん
ふ
じ
わ
ら
の
み
つ
の
り

田
平
左
衛
門
藤
原
光
徳
は
そ
の
名
を
直じ
き
し
ん
か
げ
り
ゅ
う

心
影
流
と

改
め
て
流
派
を
継
承
し
た
。
山
田
平
左
衛
門
藤
原
光
徳
を
し
て
直
心
影

流
の
流
祖
と
し
て
い
る
。

代
を
重
ね
て
園そ
の
べ部

秀ひ
で
お雄

（
女
）
が
明
治
二
十
八
年
、
第
十
五
代
を
継

承
。
秀
雄
は
多
く
の
女
学
校
で
薙
刀
を
教
授
。
道
場
修し
ゅ
う
と
く
か
ん

徳
館
に
薙
刀
教

員
養
成
所
を
創
設
し
て
か
ら
は
本
格
的
に
女
子
薙
刀
教
師
の
養
成
に
尽

力
し
、
女
子
武
道
と
し
て
の
薙
刀
術
の
興
隆
に
貢
献
し
た
。
秀
雄
の
伝

え
た
直
心
影
流
薙
刀
術
は
、
後
継
者
の
園そ
の
べ部

繁し
げ
は
ち八

、
朝あ
さ
の野

夫
妻
が
第

十
六
代
を
継
承
、
繁
八
は
現
在
の
直
心
影
流
薙
刀
術
秀し
ゅ
う
と
く
か
い

徳
会
を
創
立
し

た
。
令
和
二
年
十
月
一
日
、
第
十
八
代
宗
家
園
部
正
美
が
健
康
上
の
事

情
に
よ
り
、
荻
原
晴
子
に
第
十
九
代
宗
家
継
承
を
委
ね
現
在
に
至
る
。

ܥ

ේ

鹿元
祖

島
神
伝
松
本
備
前
守
紀
政
元
―
上二
代

泉
伊
勢
守
藤
原
秀
綱
―
奥三
代

山
孫
次

郎
平
公
重
―
小四
代

笠
原
金
左
衛
門
源
長
治
―
神五
代

谷
文
左
衛
門
尉
直
光
―
高六
代

橋
弾
正
左
衛
門
源
重
治
―
山
七
代（
流
祖
）田

兵
左
衛
門
藤
原
光
徳
―
長八
代

沼
四
郎
左

衛
門
藤
原
国
卿
―
長九
代

沼
正
兵
衛
藤
原
綱
卿
―
藤十
代

川
弥
司
郎
右
衛
門
尉
藤

原
近
義
―
赤
十
一
代

石
郡
司
兵
衛
尉
藤
原
孚
祐
―
団
十
二
代

野
源
之
進
藤
原
義
高
―
男
十
三
代

谷
下
総
守
精
一
郎
信
友
―
佐
十
四
代

竹
鑑
柳
斉
源
義
文
・
同
茂
雄
女
―
園
十
五
代

部
秀

雄
女
―
園
十
六
代

部
繁
八
・
同
朝
野
―
戸
十
七
代

谷
明
子
―
園
十
八
代

部
正
美
―
荻
十
九
代

原
晴
子

流
ّ
ͷ
ಛ


当
流
儀
の
心
法
に
あ
る
「
柔
よ
く
剛
を
制
す
る
心
な
り
」
を
表
す

小こ
わ
き脇

の
構
え
、
自
然
現
象
の
中
に
流
れ
る
力
の
動
き
を
取
り
入
れ
た

水み
ず
ぐ
る
ま

車
・
風か
ざ
ぐ
る
ま車と

呼
ば
れ
る
車く
る
ま
が
え返し

の
技
、
切
先
や
石
突
き
を
使
っ
て
突

き
込
む
技
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ԋ

ऀ

打
太
刀　
　

野の

﨑ざ
き

房ふ
さ

江え

仕
太
刀　
　

福ふ
く
し
ま嶋

相あ
い
こ子

ԋ


༰

胴ど
う
切ぎ
り
・
巻ま
き
お
と
し落・
稲い
な
ず
ま妻
・
膝ひ
ざ

折お
り
・
柄つ
か
ど止
め
・
抜ぬ

き
胴
・（
短
刀
）
谷た
に

落お

と
し

׆
ಈ
ঢ়
گ

一
九
六
四
年
創
立
の
秀
徳
会
が
、
理
事
会
を
組
織
し
活
動
し
て
い
る
。

各
支
部
で
は
、
定
例
稽
古
会
、
研
修
会
、
地
方
審
査
会
を
行
っ
て
い
る
。

年
間
行
事
と
し
て

　
　

墓
前
祭
（
九
月
に
先
師
の
墓
参
）

　
　

温
習
会
全
国
大
会
（
本
年
は
第
六
十
五
回
）

　
　

全
国
審
査
会

　
　

巻
物
別
研
鑽
会
、
錬
成
会
、
合
宿

　
　

指
導
者
育
成
稽
古
会

な
ど
の
活
動
を
通
し
て
流
儀
の
保
存
と
発
展
に
努
め
て
い
る
。

ܤ
ݹ

ٴ
ͼ
ࢧ
෦

国
内
で
は
二
十
一
支
部
、
海
外
で
は
三
支
部
（
ハ
ワ
イ
・
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
・
ベ
ル
ギ
ー
）
が
あ
る
。

秀
徳
会
事
務
局

〒
182
―
0025

東
京
都
調
布
市
多
摩
川
５
―
４
―
１
―
７１７

　
　
　
　
　

関

久
代
方

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http

：//w
w
w.jikishin-naginata.jp/
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ෛ

小
野
派
一
刀
流
の
演
武
を
通
し
、
日
本
の
貴
重
な
精
神
文
化
の
高
揚
、

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
幸
い
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

古
武
道
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
日
本
精
神
は
、
単
に
一
日
本
と
い
う
国

の
財
産
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
世
界
に
と
っ
て
も
大
切
な
も
の
で

あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
今
の
よ
う
な
混
迷
の
続
く
世
界
情
勢
の
中
で

真
に
世
界
に
、
そ
し
て
人
類
に
貢
献
で
き
る
の
は
日
本
の
武
道
精
神
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
精
神
を
演
武
を
通
し
て
具
現
す
る
所
存
で
す
。

༝

དྷ

室
町
時
代
、
伊
藤
一
刀
斎
景
久
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
、
二
代
小
野
次

郎
右
衛
門
忠
明
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
た
。
忠
明
は
、
徳
川
秀
忠
の
指
南

役
と
な
っ
て
そ
の
武
名
高
く
、
一
刀
流
の
理
念
と
技
法
を
確
立
し
、
真

剣
、
刃
引
、
木
刀
に
よ
る
組
を
編
み
大
成
し
た
。
爾
来
代
々
将
軍
家
、

津
軽
家
、
諸
大
名
間
に
伝
わ
り
、
日
本
剣
法
の
代
表
的
流
儀
と
な
っ
た
。

一
刀
流
に
は
多
く
の
支
流
、
亜
流
が
あ
り
、
そ
れ
ら
と
区
別
す
る
た

め
正
統
を
小
野
派
一
刀
流
と
呼
ぶ
。
こ
の
正
統
は
忠
一
の
と
き
、
津
軽

信
寿
公
に
相
伝
さ
れ
た
後
、
再
び
小
野
家
に
継
承
さ
れ
た
。
以
後
、
津

軽
家
、
小
野
家
に
正
統
が
伝
承
さ
れ
、
さ
ら
に
小
野
忠
喜
よ
り
山
鹿
家

に
伝
承
さ
れ
、
大
正
に
入
り
笹
森
順
造
に
正
統
が
伝
え
ら
れ
た
。

今
日
の
一
刀
流
は
三
代
忠
常
、
四
代
忠
於
に
よ
り
技
が
加
え
ら
れ
、

指
南
法
、
稽
古
法
、
目
録
が
定
め
ら
れ
種
々
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
が
、

笹
森
順
造
が
原
点
を
掘
り
起
こ
し
、
検
証
を
加
え
、
す
べ
て
の
技
法
、

理
論
、
伝
統
を
再
び
統
合
し
、
再
確
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

ܥ

ේ

流
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「
一
刀
即
万
刀
」
の
哲
理
で
あ
る
「
切
落
し
」
に
そ
の
最
大
特
徴
が

あ
る
。
切
落
し
と
は
、
相
手
の
太
刀
の
お
こ
り
を
見
抜
い
て
、
し
か
も

そ
れ
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
居
つ
か
ず
、
順
に
応
じ
て
、
己
か
ら
も
進
み
抑

え
て
一
拍
子
に
打
ち
勝
つ
技
で
あ
る
。
手
法
は
車
の
輪
が
前
に
回
る
よ

う
に
丸
く
両
腕
を
十
分
に
働
か
せ
て
切
り
下
ろ
す
と
と
も
に
、
両
足
を

踏
み
込
み
進
み
ゆ
く
も
の
で
、
一
陽
来
復
、
循
環
無
端
の
心
得
で
あ
る
。

ԋ

ऀ

宗　
　

家　
　

矢や

吹ぶ
き

裕ゆ
う

二じ　
　

免
許
皆
伝　
　

石い
し

崎ざ
き　
　

徹
と
お
る

免
許　
　
　
　

鈴す
ず

木き

宏ひ
ろ

哉や　
　

免
許　
　
　
　

門か
ど
ま
つ松　

　

猛
た
け
し

ԋ


༰

大お
お

太た

刀ち大
太
刀
と
は
一
刀
流
の
基
本
で
あ
り
、
手
順
に
示
し
た
始
め
の
構

と
技
の
運
び
、
勝
つ
と
こ
ろ
、
残
心
の
構
を
正
確
に
行
う
こ
と
に
よ

り
、
打
方
の
意
図
、
仕
方
の
念ね
ん
り
ょ慮

、
相
互
の
攻
防
、
虚
実
の
去
来
、

太
刀
技
の
起
終
、
勝
敗
の
機
の
幻
滅
、
そ
れ
か
ら
一
歩
前
進
し
て
超

勝
の
心
徳
に
至
る
境
地
を
技
に
あ
て
は
め
て
教
え
る
の
で
あ
る
。

高こ
う

上じ
ょ
う

極ご
く

意い

五ご

点て
ん

高
上
極
意
五
点
は
一
刀
流
極
意
の
最
高
位
の
組く
み

太た

刀ち

位
取
り
が
最

も
高
く
、
奥
が
甚
だ
深
く
、
巾
が
極
め
て
広
く
、
中
味
が
誠
に
充
実

し
た
尊
い
技
で
あ
る
。

׆
ಈ
ঢ়
گ

第
一
、
第
二
、
第
三
、
第
四
日
曜
日
、
土
曜
日
午
後
、
禮
楽
堂
で
稽
古
。

そ
の
他
門
人
た
ち
が
最
寄
り
の
場
で
稽
古
に
励
ん
で
い
る
。
一
刀
流
の

ほ
か
、
直
元
流
大
長
刀
術
、
神
夢
想
林
崎
流
の
道
統
を
各
宗
家
が
継
承

し
稽
古
、
研
究
を
重
ね
て
い
る
。
ま
た
、
武
道
を
通
し
東
洋
精
神
と
西

洋
精
神
の
融
合
に
つ
い
て
研
究
し
、欧
米
で
の
指
導
演
武
を
続
け
て
い
る
。

ܤ
ݹ

ٴ
ͼ
ࢧ
෦

禮
楽
堂

〒
155
│
0032
東
京
都
世
田
谷
区
代
沢
１
│
１３
│
２

☎
（
０
３
）
３
４
１
２
│
６
９
８
６

大
阪
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
・
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
国
内
外

各
地
で
定
期
的
に
稽
古
を
し
て
い
る
。

―
一
忠
―
常
忠
―
明
忠
門
衛
右
郎
次
野
小
―
久
景
斎
刀
一
藤
伊

―
略
中
―
著
信
軽
津
―
寿
信
守
佐
土
軽
津

孝
義
―
麿
英
―
順
信

智
高
―
美
高
鹿
山
―
喜
忠
―
略
中
―
久
忠
野
小

二
裕
吹
矢
―
美
建
森
笹
―
造
順
森
笹
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神
道
夢
想
流
の
伝
書
に
「
傷
付
け
ず
、
人
を
懲
ら
し
て
戒
む
る
、
教

え
は
杖
の
外
に
や
は
あ
る
」
と
あ
る
杖
道
。
そ
の
形
は
円
、
形
状
は
直

す
ぐ
。
表
裏
な
く
上
下
無
し
。
先
も
後
も
な
い
。
時
に
先
と
な
り
時
に

後
と
な
る
。
見
る
か
ら
に
平
凡
な
杖
で
あ
る
。
が
、
し
か
し
そ
の
技
は

先
を
取
り
裏
を
利
し
虚
々
実
々
の
妙
技
を
発
揮
し
ま
す
。

約
四
百
五
十
年
絶
え
る
こ
と
な
く
伝
え
ら
れ
て
き
た
技
を
鹿
島
神
宮

の
大
前
に
て
演
武
す
る
こ
と
は
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

精
一
杯
演
武
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

༝

དྷ

流
祖
夢
想
権
之
助

勝
吉
は
、
天
真
正
伝

神
道
流
六
代
、
桜
井

大
隅
守
吉
勝
の
門
に

入
り
、
香
取
神
道
流

の
奥
義
を
極
め
、
そ

の
免
許
を
受
け
、
さ

ら
に
鹿
島
直
心
影
流

の
極
意
を
授
か
っ
た
。

そ
の
後
、
流
祖
は
、

諸
国
を
遍
歴
、
艱
難

辛
苦
の
武
者
修
行
に

入
り
、
筑
前
国
に
至
る
。

筑
前
太
宰
府
天
満

宮
の
神
域
に
連
な
る

霊
峰
宝
満
山
竈
門
神
社
に
祈
願
参
籠
し
、
至
誠
神
通
満
願
の
夜
、
童
子

現
れ
、
丸
木
を
も
っ
て
水
月
を
知
れ
、
と
の
御
神
託
を
得
て
三
尺
二
寸

の
刀
に
一
尺
の
柄
に
一
分
を
長
く
し
、
四
尺
二
寸
一
分
、
直
径
を
八
分

と
し
て
樫
の
丸
木
を
作
り
、
槍
、
薙
刀
、
太
刀
の
特
徴
を
入
れ
、
御
神

託
と
剣
に
よ
っ
て
得
た
真
理
と
実
戦
を
体
し
、
こ
こ
に
杖
術
を
編
み
出

し
た
。

以
後
、
流
祖
は
こ
れ
を
黒
田
藩
士
に
伝
え
、
藩
外
不
出
の
武
術
と
し

て
栄
え
、
歴
代
師
範
家
に
継
承
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

ܥ

ේ

夢流

祖想
権
之
助
勝
吉
―
小二
代

首
孫
左
衛
門
吉
重
―
松三
代

崎
金
右
衛
門
重
勝
―

吉二
十
三
代村

半
次
郎
―
白二
十
四
代石

範
次
郎
重
明
―
清二
十
五
代水

隆
次
克
泰
―
乙二
十
六
代藤

市
蔵

流
ّ
ͷ
ಛ


杖
術
は
突
き
、
払
い
、
打
ち
の
攻
撃
を
技
と
す
る
が
、
左
右
両
技
を

等
し
く
使
う
の
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
左
右
両
技
を
連
続

的
に
使
い
、
自
分
の
手
足
の
如
く
操
作
し
、
相
手
の
動
き
に
応
じ
て
体

を
捌
き
、
武
器
を
打
ち
落
と
す
こ
と
が
で
き
る
。

ԋ

ऀ

打

大お
お
た
け竹

俊と
し
ゆ
き行

免
許

仕

神か
み
の
そ
の

之
薗
文ふ
み
お男

免
許

打

安や
す
だ田

嘉よ
し
か
ず一

免
許

仕

時と
き
と
う任

晴は
る
み美

免
許

ԋ


༰

中
段
・
影
・
五
月
雨
・
奥
の
中
か
ら
演
武
し
ま
す
。

ܤ
ݹ

ٴ
ͼ
ࢧ
෦

福
岡
本
部

代
表

冨
永
彰
三

〒
819
―
0373
福
岡
市
西
区
周
船
寺
３
―
５
―
１３

東
日
本
支
部

代
表

小
野

景
久

〒
399
―
0601
長
野
県
上
伊
那
郡
辰
野
町
小
野
９８５

☎
（
０
２
６
６
）
４
６
―
２
０
０
１

大
阪
支
部

代
表

近
藤

健
一

〒
664
―
0028
兵
庫
県
伊
丹
市
西
野
１
―
２４０
―
１

シ
ャ
ル
マ
ン
コ
ー
ト
伊
丹
１
―
３０８

☎
（
０
７
２
）
７
７
９
―
０
２
３
７

神
奈
川
県
支
部

代
表

大
竹

俊
行

〒
195
―
0055
東
京
都
町
田
市
三
輪
緑
山
１
―
２２
―
１
―
１１２

☎
（
０
４
４
）
９
８
８
―
７
０
２
１

そ
の
他
各
都
道
府
県
に
も
支
部
が
あ
る
。
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立
身
流
は
刀と
う
じ
ゅ
つ術（

剣
術
と
居
合
）、
俰や
わ
ら、

鎗
を
中
心
と
し
て
長な
ぎ
な
た刀

、
棒
、

半
棒
、
四し
ゅ

寸り

鉄け

刀ん

そ
の
他
を
含
む
総
合
武
道
で
す
。

今
回
は
流
儀
の
基
軸
で
あ
る
刀
術
か
ら
、
そ
の
基
本
の
形
を
演
武
し

ま
す
。༝

དྷ

流
祖
、
立た
つ

身み

三さ
ん

京き
ょ
うは
足
利
時
代
、

伊
予
国
の
武
将
で
、

幼
少
よ
り
武
術
に

精
進
し
、
幾
多
の

勝
負
に
勝
ち
抜
い

た
が
、
技
法
を
超

え
た
高
度
の
心
法

を
極
め
ん
と
し
て
、

妻つ
ま

山や
ま

大だ
い

明み
ょ
う

神じ
ん

に
祈

願
し
て
大
悟
し
、

勝
機
を
未
撃
に
知

る
無
我
の
心
境
に
達
し
て
必
勝
の
原
理
を
体
得
し
、
立
身
流
を
創
始
し

た
。
江
戸
時
代
は
下
総
佐
倉
の
堀
田
藩
で
、
武
士
教
育
の
中
枢
と
し
て

重
視
さ
れ
、
権
威
あ
る
宗
家
統
率
の
も
と
に
、
非
凡
な
剣
士
に
厳
し
く

伝
承
さ
れ
、
伝
書
十
五
巻
や
古
文
書
と
共
に
、
正
確
に
現
在
ま
で
伝
え

ら
れ
た
。
幕
末
ご
ろ
に
は
半は
ん

澤ざ
わ

成な
り

恒つ
ね

・
逸へ
ん

見み

宗そ
う

助す
け

・
兼か
ね

松ま
つ

直な
お

簾か
ど

ら
の
名

人
が
出
た
。

警
視
流
の
形
に
は
、
立
身
流
か
ら
剣
術
に
巻
落
、
居
合
に
四し

方ほ
う

、
柔

術
に
は
柄
つ
か
が
ら
み搦
及
び
捕ほ
じ
ょ
う縄
の
各
一
本
が
採
用
さ
れ
た
。
豊
前
中
津
の
奥
平

藩
に
立
身
流
の
分
派
立
身
新
流
が
あ
っ
て
、
福
澤
諭
吉
は
こ
れ
を
学
び
、

晩
年
ま
で
自
負
し
た
の
は
有
名
で
あ
る
。

ܥ

ේ

立
身
三さ
ん
き
ょ
う

京
―
立
身
石
見
守
―
立
身
数か
ず
ま
の
す
け

馬
佐
―
三
上
半
之
丞
―
松
井
琴こ
と

古ふ
る

―
桑
島
太
左
衛
門
―
大
石
千
助
―
山
口
七
郎
左
衛
門
―
竹
河
九
兵
衛
―

糟
谷
団
九
郎
―
逸
見
柳り
ゅ
う
ほ
う
芳
―
逸
見
宗
八
―
半
澤
喜
兵
衛
―
逸
見
新
九
郎

―
半
澤
権
右
衛
門
―
逸
見
宗
八
―
逸
見
忠
蔵
―
半
澤
成
恒
―
加
藤
久
―

加
藤
貞
雄
―
加
藤
高た
か
し―

加
藤
紘

流
ّ
ͷ
ಛ


居
合
、
剣
術
を
主
軸
と
し
、
俰や
わ
ら、
鎗や
り

、
棒
、
半は
ん
ぼ
う棒
、
長な
ぎ
な
た刀
、
捕ほ
じ
ょ
う縄
、

手
裏
剣
、
さ
ら
に
弓
、
物
見
な
ど
の
心
得
、
首
見
参
な
ど
の
作
法
や
集

団
戦
闘
法
な
ど
を
含
め
た
総
合
武
術
で
あ
る
。
向む
こ
う、
圓ま
る
いの
二
本
が
基
本

に
し
て
極
意
の
形
で
あ
り
、
こ
れ
が
千
変
万
化
す
る
。

ԋ

ऀ

宗　
　

家　
　

加か
と
う藤　
　

紘ひ
ろ
し　
　
　

免
許
皆
伝　
　

山や
ま
だ田

市い
ち
ろ
う郎

奥　
　

伝　
　

圖ず

し司

行ゆ
き

克か
つ　
　
　

奥　
　

伝　
　

山や
ま

﨑ざ
き

恒つ
ね

弥ひ
さ

ԋ


༰

一

立
身
流
剣
術
表
之
形　
　

山
田
・
圖
司

太
刀
対
太
刀
の
基
本
の
形
で
す
。
居
合
対
居
合
も
あ
る
の
で
す
が

今
回
は
省
き
ま
す
。

二

立
身
流
剣
術
陰
之
形　
　

圖
司
・
山
﨑

小
太
刀
で
太
刀
を
制
し
ま
す
。
右み
ぎ

入い
り

身み

、
左
ひ
だ
り

入い
り

身み

そ
し
て
右
転
左

転
で
す
。

三

立
身
流
居
合
表
之
形　
　

加
藤

立
合
（
立
っ
て
抜
く
形
）
と
居
組
（
坐
っ
て
抜
く
形
）
を
組
み
合

わ
せ
て
演
武
し
ま
す
。

׆
ಈ
ঢ়
گ

新
春
初
頭
に
、
古
式
に
則
っ
た
抜ぬ
き

初ぞ
め

之の

儀ぎ

と
一
般
向
け
の
演
武
大
会

を
併
せ
て
開
催
し
、
公
開
を
し
て
い
る
。
秋
に
は
宗
家
の
直
接
指
導
を

受
け
る
機
会
と
し
て
定
例
の
合
宿
を
開
催
。
三
カ
月
に
一
度
の
特
別
講

習
会
と
、
段
位
審
査
会
を
交
互
に
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
試
た
め
し

斬ぎ
り

、

数か
ず

抜ぬ
き

を
折
々
に
行
う
。

本
部
と
し
て
指
導
者
を
対
象
と
す
る
稽
古
を
毎
週
火
曜
日
に
行
っ
て

い
る
。
各
支
部
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
毎
週
数
回
定
例
稽
古
を
行
い
、

立
身
流
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

国
内
で
の
一
般
の
方
々
へ
の
演
武
公
開
の
機
会
は
年
間
約
五
十
回
で
あ
る
。

ܤ
ݹ

ٴ
ͼ
ࢧ
෦

本
部
連
絡
先

加
藤
法
律
事
務
所

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
中
央
４
―
８
―
８
日
進
ビ
ル
６
階

☎
（
０
４
３
）
２
２
１
―
０
４
４
８

FAX
（
０
４
３
）
２
２
１
―
０
４
４
９

Ｅ
メ
ー
ル

h.kato-law
offi  ce@

opal.plala.or.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.tatsum

i-ryu.org/

支

部
千
葉
県
佐
倉
支
部

八
街
支
部

市
原
支
部

東
京
都
矢
口
支
部

福
島
支
部

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
支
部

フ
ラ
ン
ス
支
部

ス
ペ
イ
ン
支
部

จ
Խ
ࡒ
ࢦ
ఆ

昭
和
四
十
一
年
九
月
二
十
六
日

佐
倉
市
無
形
文
化
財
に
指
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
持
者

加
藤
貞
雄

加
藤

高

昭
和
五
十
三
年
二
月
二
十
八
日

千
葉
県
無
形
文
化
財
に
指
定
替

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
持
者

加
藤
貞
雄

加
藤

高

昭
和
六
十
年
十
一
月
二
十
九
日

現
保
持
者
加
藤
紘
を
追
加
認
定
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ෛ

コ
ロ
ナ
感
染
が
見
通
せ
な
い
中
、
第
十
二
回
大
会
開
催
に
ご
尽
力
下

さ
い
ま
し
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

流
租
よ
り
四
百
八
十
年
。
今
よ
り
ず
っ
と
困
難
な
時
代
で
あ
っ
て
も
、

脈
々
と
自
流
を
残
し
て
く
れ
た
先
人
た
ち
に
感
謝
の
意
を
込
め
な
が
ら
、

伝
え
ら
れ
て
き
た
技
法
等
を
鹿
島
神
宮
の
御
前
に
て
奉
納
演
武
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
当
大
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、「
良
き
人
の
和
」

を
作
り
な
が
ら
進
む
こ
と
も
、
大
切
な
継
承
の
道
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

༝

དྷ

流
祖
は
戸
田
清
眼
（
富
田
勢

源
と
も
い
う
）、
越
前
福
井
の

戦
国
大
名
朝
倉
義
景
家
臣
で
約

四
百
五
十
年
前
の
人
で
あ
る
。

富
田
家
は
名
人
達
人
の
遣
い
手

を
輩
出
し
た
た
め
、
中
条
流
の

本
流
を
継
い
で
富
田
流
と
称
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

流
儀
は
越
前
か
ら
北
武
蔵
に

移
り
、
小
田
原
後
北
条
三
代
目

氏
康
の
三
男
で
埼
玉
県
寄
居
の

鉢
形
城
主
北
条
氏
邦
と
夫
人
大

福
御
前
に
伝
え
ら
れ
た
。
氏
邦
は
北
条
氏
勢
力
の
北
辺
を
守
っ
て
お
り
、

豊
臣
秀
吉
の
小
田
原
攻
め
に
伴
っ
て
鉢
形
城
も
落
城
し
た
。

道
統
は
氏
邦
家
臣
強
矢
維
行
が
四
代
を
継
ぎ
、
剣
術
に
対
す
る
裏
技

と
し
て
強
矢
家
代
々
で
守
り
伝
え
ら
れ
、
十
三
代
強
矢
良
輔
武
行
（
甲

源
一
刀
流
紀
州
家
指
南
役
）
に
よ
り
歴
史
の
表
舞
台
に
登
場
し
た
。
武

行
は
晩
年
秩
父
武
甲
山
麓
に
過
ご
し
て
武
甲
斎
と
名
乗
っ
た
際
に
、
薙

刀
術
を
武
甲
流
と
名
付
け
、
さ
と
夫
人
と
と
も
に
薙
刀
術
と
し
て
の
武

甲
流
を
大
き
く
発
展
さ
せ
た
。
明
治
以
降
、
さ
と
の
門
人
十
五
代
小
松

崎
こ
と
子
よ
り
十
九
代
新
田
寿
々
代
ま
で
女
性
が
代
を
継
承
し
、
二
十

代
中
村
陽
一
を
経
て
、
二
十
一
代
建
入
久
代
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

ܥ

ේ

戸流

祖田
清
源
（
富
田
勢
源
）
―
北二

代条
氏
邦
―
大三

代福
御
前
―
強四

代矢
維
行
―

強五

代矢
弾
正
頼
行
―
強六

代矢
継
利
―
強七

代矢
維
明
―
強八

代矢
庸
勝
―
強九

代矢
頼
忠

―
強十

代矢
忠
賀
―
強十
一
代矢

維
政
―
強十
二
代矢

維
賀
―
強十
三
代矢

武
行
―
強十
四
代矢

佐
登
夫

（
さ
と
）
―
小十
五
代松

崎
古
登
夫
（
こ
と
子
）
―
矢十
六
代沢

勇
夫
（
い
さ
）
―

村十
七
代上

秀
雄
（
秀
子
）
―
小十
八
代林

清
雄
（
せ
い
子
）
―
新十
九
代田

寿
々
雄
（
寿
々

代
）
―
中二
十
代村
陽
一
―
建二
十
一
代入
久
代

流
ّ
ͷ
ಛ


・
戦
国
時
代
の
甲
冑
武
術
で
あ
る
。
甲
冑
着
用
の
武
器
操
作
が
技
の
根

底
を
な
し
、
防
備
の
薄
い
部
分
を
狙
っ
て
薙
ぎ
上
げ
突
き
入
れ
る
。

・
薙
刀
の
有
効
な
間
合
い
を
保
つ
た
め
に
、
手
の
通
い
と
足
捌さ
ば

き
に
厳

し
く
、
素
早
い
体
捌
き
に
よ
り
刃
と
石
突
を
駆
使
す
る
。

・
他
流
に
は
な
い
鍵
付
薙
刀
が
あ
り
、
太
刀
合
・
槍
合
を
行
な
う
。

ԋ

ऀ

宗
家

建た
ち
い
り入

久ひ
さ

代よ　
　

永な
が

埜の

浩こ
う

司じ

　
　
　

本ほ
ん

多だ

日ひ

向な

子こ　
　

福ふ
く
な
が永　

　

護こ
う

ԋ


༰

合
薙
刀　
　

鍵
付
薙
刀
太
刀
合

׆
ಈ
ঢ়
گ

〇

日
本
古
武
道
協
会
に
属
し
、
各
地
の
奉
納
演
武
と
古
武
道
大
会
に

参
加
し
て
い
る
。

○

毎
年
五
月
当
流
主
催
に
よ
り
、
東
日
本
古
武
道
交
流
演
武
大
会
を

開
催
し
て
い
る

〇

小
田
原
市
・
小
田
原
箱
根
観
光
協
会
依
頼
に
よ
り
、
郷
土
の
伝
承

武
術
の
披
露
と
普
及
発
展
に
努
め
て
い
る
。

ܤ
ݹ

ٴ
ͼ
ࢧ
෦

○
小
田
原
ス
ポ
ー
ツ
会
館
武
道
場

土
・
日
曜
日

○
小
田
原
城
二
の
丸
広
場
芝
地

随
時

○
埼
玉
支
部
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
早
期
平
穏
を
願
い
、
武
御
雷
の
大
神
御
前

で
一
所
懸
命
演
武
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

༝

དྷ

大
東
流
合
気
柔
術
は
、
清
和
天
皇
末
孫
新
羅
三
郎
源
義
光
を
始
祖
に

仰
ぎ
、
甲
斐
武
田
家
か
ら
会
津
の
地
に
移
り
伝
承
す
る
。
大
東
流
を
継

承
し
た
保
科
正
之
は
殿
中
護
身
武
芸
で
あ
る
御
式
内
を
完
成
し
、
以
来

歴
代
会
津
藩
主
が
継
承
し
明
治
に
至
る
。

幕
軍
の
力
手
組
長
武
田
惣
吉
の
次
男
武
田
惣
角
は
、
家
伝
の
大
東
流

柔
術
に
加
え
、
会
津
藩
家
老
西
郷
頼
母
よ
り
御
式
内
の
秘
奥
を
伝
授
さ

れ
た
、
こ
れ
を
も
っ
て
全
国
を
巡
教
。
門
下
に
は
、
合
気
道
を
世
に
広

め
た
植
芝
盛
平
を
は
じ
め
、
陸
海
軍
将
校
、
判
検
事
、
警
察
官
、
各
地

の
武
道
家
、
名
士
ら
が
多
数
あ
る
。

惣
角
他
界
後
は
長
子
時
宗
が
本
部
長
兼
総
務
長
に
就
任
し
、
基
本
技

法
の
名
称
化
を
行
い

大
東
流
の
普
及
に
努

め
た
。
ま
た
、
時
宗

よ
り
唯
一
免
許
皆
伝

を
受
け
た
近
藤
勝
之

が
道
統
を
継
承
し
、

国
内
外
に
多
く
の
門

下
生
・
支
部
を
作
っ

た
。
現
在
、
近
藤
昌

之
が
本
部
長
を
継
承

し
、
流
派
の
保
存
、

普
及
並
び
に
国
内
外

門
下
生
の
指
導
・
育

成
を
行
っ
て
い
る
。

ܥ

ේ

●
大
東
流
柔
術

新
羅
三
郎
義
光
―
武
田
義
清
他
―
武
田
国
継
他
―
武
田
惣
右
衛
門
―

武
田
惣
吉
―
武
田
惣
角
―
武
田
時
宗
―
近
藤
勝
之
―
近
藤
昌
之

●
大
東
流
御
式
内
（
御
敷
居
内
）

保
科
政
之
―
松
平
正
容
他
―
容
保
―
西
郷
頼
母
―
武
田
惣
角
―
武
田

時
宗
―
近
藤
勝
之
―
近
藤
昌
之

●
大
東
流
合
気
柔
術

武
田
惣
角
―
武
田
時
宗
―
近
藤
勝
之
―
近
藤
昌
之

流
ّ
ͷ
ಛ


基
本
技
は
一
一
八
か
条
裏
表
。
居
捕
、
立
合
、
半
座
半
立
、
後
捕
に

大
別
さ
れ
る
。
相
手
を
無
力
化
す
る
「
合
気
」
技
法
並
び
に
一
万
数
千

と
い
わ
れ
る
技
法
の
多
様
性
が
特
徴
で
あ
る
。



ॻ

武
田
惣
角
・
時
宗
よ
り
伝
承
さ
れ
て
い
る
秘
傳
目
録
・
秘
傳
奥
儀
・

秘
奥
儀
・
合
気
之
術
・
合
気
二
刀
流
秘
傳
・
皆
傳
之
事
の
六
巻
。

他
に
竹
下
勇
海
軍
大
将
の
合
気
武
術
覚
帳
一
〇
九
八
七
手
、
植
芝
盛

平
先
生
の
大
東
流
合
気
柔
術
連
続
写
真
・
久
琢
磨
先
生
の
大
東
流
極
意

総
伝
全
巻
を
伝
え
る
。

ԋ

ऀ

免
許
皆
伝　
　

近こ
ん
ど
う藤

昌ま
さ
ゆ
き之

秘
伝
奥
義　
　

臼う
す
や
ま山

秀ひ
で
と
う透

　
　
　
　
　
　

滝た
き
ぐ
ち口

太た
い
し士

　
　
　
　
　
　

味あ
じ
お
か岡

巧た
く
ま磨

ԋ


༰

基
本
技
・
合
気
技
・
剣
と
柔
術
・
多
人
数
捕

׆
ಈ
ঢ়
گ

国
内
外
道
場
に
お
い
て
稽
古
を
行
う
。
詳
細
は
本
部
Ｈ
Ｐ
。

台
東
区
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
靖
国
神
社
、
明
治
神

宮
、
鹿
島
神
宮
、
日
本
武
道
館
並
び
に
本
部
、
国
内
外
支
部
で
の
演
武

大
会
。
国
内
海
外
の
支
部
へ
の
直
傳
会
を
開
催
し
当
流
の
継
承
に
努
め

て
い
る
。

大
東
流
・
大
東
流
合
気
柔
術
・
大
東
流
合
気
武
道
の
三
名
称
で
商
標

登
録
を
取
得
し
て
い
る
（
第
九
・
一
六
・
四
一
類
）。

ܤ
ݹ

ٴ
ͼ
ࢧ
෦

大
東
流
合
気
柔
術
本
部

東
京
都
墨
田
区
横
網
１
―
１２
―
３１

電
話
（
０
９
０
）
３
３
１
８
―
８
７
９
３

https://w
w
w
.daitohryu.com

/

稽
古
日

火
・
金
・
日
曜

午
後
六
時
三
〇
分
〜
九
時

支
部
・
ス
タ
デ
ィ
ー
グ
ル
ー
プ

国
内

葛
飾
・
両
国
・
世
田
谷
・
浜
町
・
愛
国
学
園
・
網
走
・
帯
広
・
旭
川
・

札
幌
・
金
沢
・
長
野
・
山
梨
・
鹿
児
島

海
外

ア
メ
リ
カ
九
拠
点
・
オ
ラ
ン
ダ
五
拠
点
・
イ
タ
リ
ア
三
拠
点
・
ロ
シ

ア
三
拠
点
・
ス
イ
ス
二
拠
点
・
マ
ル
タ
・
ス
ロ
バ
キ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
・

ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
セ
ル
ビ
ア
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
・
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
Ｕ
Ａ
Ｅ
他
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宗
家
十
五
代

ࠜ
ຊ
ݑ
Ұ
།
೭

ແ㇀

ൺㆲ

ແ㇀

ఢㆦ

ㆌ

流り

ゅ

う

伺じ

㇟

う

術じ

ゅ

つ

๊

ෛ

第
十
二
回

鹿
島
神
宮
奉
納
日
本
古
武
道
交
流
演
武
大
会
開
催
を
、

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

大
会
開
催
に
あ
た
り
、
ご
尽
力
頂
い
た
鹿
島
神
宮
関
係
者
各
位
に
心

よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。

古
武
道
が
、
武
の
神
武
甕
槌
神
を
祀
る
由
緒
正
し
き
場
所
に
日
本
各

地
よ
り
集
ま
り
演
武
が
出
来
る
事
は
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

ま
た
武
道
の
精
神
が
正
し
く
引
き
継
が
れ
て
行
く
事
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。༝

དྷ

流
祖
佐
々
木
哲
斎
徳
久
は
槍
の
名
手
で
あ
り
、
関
ヶ
原
の
戦
い
に
お

い
て
、
九
尺
の
槍
を
使
い
激
戦
中
、
槍
先
が
折
れ
、
柄
を
も
っ
て
奮
戦
。

そ
の
後
、
日
本
六
十
余
州
の
大
小
の
神
々
と
摩
利
支
天
尊
に
祈
願
し
、

そ
の
霊
験
に
よ
り
無
始
無
終
の
悟
り
を
得
て
、
無
比
流
兵
杖
術
を
開
眼

し
た
。
日
本
開
山
無
住
所
と
し
て
各
地
を
遍
歴
し
、
後
に
六
代
目
、
片

岡
宗
吉
景
重
が
水
戸
藩
に
仕
え
て
以
後
、
こ
の
地
を
中
心
に
伝
承
し
た
。

明
和
、
天
明
の
こ
ろ
か
ら
水
戸
藩
の
武
芸
者
の
み
な
ら
ず
、
民
衆
の
自

衛
武
術
と
し
て
近
郷
近
在
に
お
い
て
栄
え
、
さ
ら
に
秘
儀
が
磨
か
れ
た
。

変
化
に
富
ん
だ
武
術
と
し
て
発
達
し
、
無
比
無
敵
流
杖
術
と
し
て
隆
盛

を
極
め
、
旧
平
磯
村
の
大
内
藤
次
郎
は
、
旧
中
根
村
の
十
代
目
安
弥
八

郎
忠
信
に
師
事
し
、
十
一
代
目
を
継
承
し
、
多
く
の
門
弟
を
育
成
し
た
。

そ
の
後
、
宗
家
十
三
代
根
本
卯
之
吉
忠
勝
か
ら
宗
家
十
四
代
目
を
継
承

し
た
根
本
平
三
郎
唯た
だ

久ひ
さ

は
流
派
の
保
存
と
伝
承
に
尽
力
、
昭
和
四
十
六

年
九
月
二
十
一
日
付
、
那
珂
湊
市
無
形
文
化
財
指
定
を
受
け
、
後
に
昭

和
五
十
六
年
に
明
武
館
道
場
を
創
立
。
平
成
六
年
十
一
月
一
日
付
、
ひ

た
ち
な
か
市
無
形
文
化
財
指
定
を
受
け
、
現
在
は
宗
家
十
五
代
を
根
本

憲
一
唯た
だ

之ゆ
き

が
継
承
し
て
、
子
弟
育
成
に
鋭
意
努
力
し
、
古
武
道
の
保
存

と
振
興
に
努
め
て
い
る
。

ܥ

ේ

佐流

祖々

木
哲
斎
徳
久
│
野
村
甚
左
ヱ
門
尉
勝
忠
│
武
田
藤
七
郎
重
明
│
本

多
治
左
衛
門
尉
│
山
田
宇
左
衛
尉
│
片
岡
宗
吉
景
重
│
軍
司
次
左
衛
門

信
三
│
安
弥
八
郎
忠
信
│
大
内
藤
次
郎
忠
信
│
勝
村
惣
七
忠
信
│
根
本

卯
之
吉
忠
勝
│
根
本
平
三
郎
唯
久
│
根
本
憲
一
唯
之

流
ّ
ͷ
ಛ


・
構
え
は
槍
の
操
法
が
基
本
と
な
り
、
身
は
半
身
、
足
は
丁
の
字
、
打

つ
と
見
せ
て
引
く
、
引
く
と
見
せ
て
突
く
、
突
く
と
見
せ
て
さ
く
る
。

・
変
化
に
富
ん
だ
杖
術

ԋ

ऀ

根ね
も
と本

憲け
ん
い
ち一

唯た
だ
ゆ
き之　

　

村む
ら
き木

浩こ
う
じ治

沢さ
わ
は
た幡

伸の
ぶ
お男　
　
　

小お
ぐ
に國

英ひ
で
と
も智

ԋ


༰

表
ノ
形

七
本

九
本

引
杖

突
杖

表
の
格

自
在
に
変
化
す
る
形
で
あ
る
。

中
位
五
箇
條

七
本
の
乱

九
本
の
乱

引
杖

突
杖

背
渡

・
中
位
五
ヶ
条
は
格
の
く
ず
し
で
あ
り
、
太
刀
の
連
続
攻
撃
に
対
し
て
、

杖
を
変
化
自
在
使
い
、
太
刀
を
殺
し
て
相
手
を
倒
す
杖
術
で
あ
る
。

・
電
光
石
火
な
杖
術

ܤ
ݹ

ٴ
ͼ
ࢧ
෦

明
武
館
道
場
本
部

〒
311
│
1204
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
磯
遠
原
町
３１
│
２

☎
（
０
２
９
）
２
６
３
│
６
９
１
７

毎
週
日
曜
日

午
前
十
時
〜
正
午

毎
週
水
曜
日

午
後
七
時
〜
九
時

支

部
茨
城
瓜
連
支
部

จ
Խ
ࡒ
ࢦ
ఆ

昭
和
四
十
六
年
九
月
二
十
一
日
付

那
珂
湊
市
無
形
文
化
財
に
指
定

平
成
六
年
十
一
月
一
日
付

ひ
た
ち
な
か
市
無
形
文
化
財
に
指
定
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代

දখ
ᖒ

ஐ

ㆻ

ㆎ

ୢし

ん

Ұㆂ

㇜

と

う

流り

ゅ

う

剣け

ん

術じ

ゅ

つ

๊

ෛ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
晴
天
を
衝
け
」
で
描
か
れ
て
い
る
徳
川
慶
喜

公
を
育
ん
だ
、
水
戸
藩
校
弘
道
館
が
取
り
上
げ
ら
れ
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

弘
道
館
で
は
文
武
不
岐
の
精
神
が
徹
底
さ
れ
て
、
武
士
の
教
育
が
実
践

さ
れ
ま
し
た
が
、
文
武
の
武
の
一
部
を
担
っ
た
の
が
北
辰
一
刀
流
で
あ

り
ま
す
。

当
流
は
、
明
治
維
新
後
も
脈
々
と
伝
承
さ
れ
、
水
戸
市
無
形
文
化
財

と
し
て
今
の
世
で
修
業
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
大
変
な
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

す
が
、
こ
の
伝
統
の
技
を
鹿
島
の
大
神
様
の
前
で
演
武
出
来
る
こ
と
は

大
き
な
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

༝

དྷ

北
辰
一
刀
流
は
、
千
葉
周
作
を
流
祖
と
す
る
。
周
作
は
晩
年
、
天
保

六
年
（
一
八
三
五
）、
水
戸
烈
公
徳
川
斉
昭
に
招
か
れ
、
月
十
六
人
扶

持
で
水
戸
潘
に
出
張
教
授
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
藩
校
弘
道
館
が

天
保
十
年
（
一
八
四
一
）
六
月
に
開
校
す
る
と
、
百
石
の
禄
高
を
給
せ

ら
れ
、
弘
道
館
剣
術
師
範
役
と
な
り
、
藩
の
子
弟
に
一
刀
流
の
指
南
と

講
義
を
し
た
。

周
作
に
学
ん
だ
子
弟
は
数
多
く
い
た
が
、
な
か
で
も
渡
辺
清
左
衛
門
、

小
澤
三
次
郎
敏
行
（
寅
吉
の
伯
父
）、小
澤
寅
吉
政
方
（
初
代
東
武
館
長
）

ら
は
代
表
的
剣
客
で
あ
り
、
弘
道
館
剣
術
方
の
師
範
役
を
し
て
い
た
。

寅
吉
は
明
治
維
新
の
改
革
で
そ
の
職
を
解
か
れ
た
が
、
水
戸
学
の
「
文

武
不
岐
」「
学
業
一
致
」
の
精
神
を
後
世
に
残
そ
う
と
明
治
七
年
一
月

自
邸
の
角
に
「
水
戸
東
武
館
」
を
創
設
し
、
数
多
く
の
名
剣
士
を
世
に

送
り
出
し
た
。
同
時
に
北
辰
一
刀
流
の
系
譜
を
絶
や
す
こ
と
な
く
そ
の

精
髄
で
あ
る
一
刀
流
格
を
子
弟
に
授
け
た
。
水
戸
東
武
館
に
は
そ
の
正

統
な
系
譜
が
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
日
本
古
武
道
恊
会
は
第
四

代
水
戸
東
武
館
館
長
、
故
小
澤
武
を
宗
家
に
認
定
し
て
お
り
、
現
在
の

第
七
代
館
長
、
小
澤
智
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

「
北
辰
一
刀
流
格
」
は
、
木
刀
に
よ
る
「
組
太
刀
の
形
四
十
三
本
」「
小

太
刀
の
形
五
本
」「
相
小
太
刀
の
形
六
本
」「
刃
引
組
十
一
本
」
な
ど
が
あ
る
。

ܥ

ේ

千流

祖葉
周
作
成
政
―
小
澤
寅
吉
政
方
―
小
澤
一
郎
弘
武
―
小
澤
豊
吉
―
森

山
繁
雄
―
小
澤
武
―
小
澤
智

流
ّ
ͷ
ಛ


北
辰
一
刀
流
の
極
意
は
、
切
落
し
突
き
、
乗
身
に
あ
り
、
と
さ
れ
て

い
る
。
特
に
、
太
刀
組
の
「
一
ツ
勝
」
は
、
敵
の
攻
撃
に
対
し
て
、
一

太
刀
で
防
御
す
る
と
同
時
に
敵
に
打
ち
勝
つ
必
殺
の
技
で
、
こ
の
技
で

遣
う
切
落
し
突
き
は
、
心
気
力
が
一
致
し
た
瞬
間
の
太
刀
遣
い
が
求
め

ら
れ
、
当
流
の
基
本
中
の
基
本
で
あ
る
。

ԋ

ऀ

中
目
録

兼か
ね
こ子

勝か
つ
よ
し喜　
　

中
目
録

田た

中な
か

栄え
い

治じ

中
目
録

上う
え
だ田

忠た
だ
お夫　

　

大
目
録

髙た
か
や
ま山

陽あ
き
よ
し好

ԋ


༰

北
辰
一
刀
流
組
太
刀
は
、
太
刀
組
四
十
三
本
、
小
太
刀
組
五
本
、
相

小
太
刀
組
六
本
、
刃
引
き
十
一
本
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
太
刀
組
十

本
と
刃
引
き
組
九
本
を
演
武
し
ま
す
。

《
太
刀
組
》　　

一
つ
勝
・
下
段
の
霞
・
本
勝
等
（
十
本
）

《
刃
引
き
組
》
巻
き
・
摺
り
込
み
・
張
り
等
（
九
本
）

׆
ಈ
ঢ়
گ

一
、
平
成
二
十
八
年
度
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
派
遣
武
道
団
に
参
加
。

　
　

全
国
古
武
道
演
武
大
会
、
鹿
島
神
宮
春
・
秋
大
会
に
参
加
。

二
、
県
内
剣
道
大
会
な
ど
で
の
演
武
。

　
　

茨
城
県
剣
道
祭
、
各
種
剣
道
大
会
、
道
場
開
き
の
機
会
で
公
開
演
武
。

三
、
東
武
館
道
場
見
学
者
へ
の
演
武
披
露
。

　
　

東
武
館
が
市
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
か
つ
市
の
風
致
地

区
に
建
て
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
学
者
な
ど
の
来
訪
が
多
く
、

そ
の
都
度
演
武
を
披
露
。

ܤ
ݹ

ٴ
ͼ
ࢧ
෦

本
部
道
場

一
般
財
団
法
人
水
戸
東
武
館

〒
310
―
0061

水
戸
市
北
見
町
２
―
１５

古
武
道
研
究
会

毎
週
土
曜
日

午
後
五
時
三
〇
分
よ
り
二
時
間
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第
ࣣ
代
宗
家

ࣲ
ా

Ұ

ఱㆦ

ん

ਆじ

ん

ਅし

ん

༶㇈

う

流り

ゅ

う

ॊじ

ゅ

う

術じ

ゅ

つ

ớ

ӽ
ࢢ
Ờ

๊

ෛ

常
日
頃
、
鍛
錬
し
た
技
を
、
武
神
を
祀
る
鹿
島
神
宮
に
お
い
て
奉
納

演
武
で
き
る
こ
と
を
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

༝

དྷ

流
祖
磯
又
右
衛
門
柳
関
斉
源

正
足
は
文
化
元
年
（
一
八
○

四
）、
伊
勢
松
坂
に
生
ま
れ
た
。

十
五
歳
で
楊
心
流
の
名
人
、
一

ツ
柳
織
部
義
路
に
入
門
。
師
の

死
去
に
よ
り
真
之
神
道
流
柔
術

の
本
間
丈
右
衛
門
正
遠
に
入
門

し
て
奥
儀
を
究
め
た
。
諸
国
を

遍
歴
し
て
名
家
先
生
に
一
度
も
敗
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
つ
い
に
奥

妙
を
極
め
、
北
野
天
満
宮
に
参
篭
、
祈
願
し
、
楊
心
流
と
真
之
神
道
流

を
合
一
統
合
し
、
天
神
真
楊
流
を
創
始
。
江
戸
の
神
田
お
玉
が
池
に
道

場
を
開
き
、
諸
国
の
藩
士
に
て
門
に
入
る
も
の
五
千
余
人
に
及
ん
だ
。

柔
道
の
創
始
者
嘉
納
治
五
郎
は
三
代
磯
正
智
及
び
弟
子
の
福
田
八
之
助

に
学
ん
で
い
る
。
磯
家
が
絶
家
し
た
た
め
宮
本
半
蔵
が
五
代
宗
家
を
継

承
す
る
。
ま
た
正
幸
弟
又
一
郎
（
二
男
）、
山
崎
家
、
三
郎
（
三
男
）、

青
沼
家
の
承
諾
を
得
、
宗
家
を
継
承
す
る
。

ܥ

ේ

流
ّ
ͷ
ಛ


相
手
の
動
き
に
従
っ
て
無
理
が
な
く
合
理
的
（
投
、
絞
、
極
、
当
）

に
相
手
を
制
す
。

免
許
の
道
歌
「
捕
わ
れ
て
は

水
に
浮
く
木
の
身
を
も
て
し

浪
に

ま
か
せ
つ

風
に
ま
か
せ
つ
」

ԋ

ऀ

柴し
ば

田た

孝こ
う
い
ち一　

　

柴し
ば

田た

俊と
し
み
つ充

ԋ


༰

中
段
投
捨

鐘し
ゅ
も
く木　

　

拳
打
ち
を
受
け
、
足
を
払
っ
て
投
げ
る
。

刈か
り
す
て捨　
　

拳
打
ち
を
受
け
、
前
後
に
崩
し
て
後
方
に
投
げ
る
。

朽く
ち
き
た
お
し

木
倒

拳
打
ち
を
飛
び
込
み
な
が
ら
後
方
に
倒
す
。

腰こ
し
ぐ
る
ま
車　
　

横
か
ら
抱
え
ら
れ
た
と
き
、
肘
当
て
を
し
後
方
に
倒
す
。

横よ
こ
ぐ
る
ま

車　
　

前
後
の
帯
を
持
た
れ
た
と
き
、
襟
と
肩
を
持
ち
足
を
払
っ

て
投
げ
る
。

片か
た
む
な
と
り

胸
捕

片
胸
襟
を
持
ち
な
が
ら
拳
打
ち
を
受
け
、
足
を
払
っ
て
投

げ
る
。

手た
ぶ
さ
と
り

髪
捕

髪
を
捕
ま
れ
た
と
き
、
肘
当
て
を
し
足
を
払
っ
て
投
げ
る
。

小こ
ぐ
そ
く

具
足

小
太
刀
で
切
付
け
ら
れ
た
と
き
、
受
け
左
右
に
引
き
分
け

後
方
に
投
げ
る
。

腰こ
し
か
り
す
て

刈
捨

手
を
持
た
れ
引
か
れ
た
と
き
、
手
を
腰
に
巻
き
付
け
後
方

に
投
げ
る
。

獨ど
っ
こ鈷　
　

後
方
に
回
り
耳
当
て
を
し
後
方
に
投
げ
る
。

捨す
て
み身　

　

前
襟
と
前
帯
を
持
ち
後
方
に
投
げ
る
。

下さ
が
り
ふ
じ
藤　
　

前
襟
と
紋
所
を
持
ち
後
方
に
投
げ
る
。

極
意
上
段

蹴け
か
え
し返　
　

膝
裏
を
蹴
り
倒
し
、
後
方
か
ら
咽
喉
を
絞
め
、
足
の
爪
先

で
横
腹
を
蹴
る
。

大お
お
ご
ろ
し
殺　
　

胸
、
腰
、
膝
裏
の
三
つ
当
て
し
倒
し
咽
喉
を
絞
め
、
足
の

爪
先
で
横
腹
を
蹴
る
。

天て
ん
ぐ
し
ょ
う

狗
勝

肘
内
側
で
咽
喉
を
手
先
（
手
筈
）
で
頚
を
圧
し
絞
め
、
肘

で
水
月
を
突
く
。

׆
ಈ
ঢ়
گ

江
戸
川
橋
体
育
館
柔
道
場
（
文
京
区
小
日
向
１
―
７
―
４
）

☎
（
０
３
）
３
９
４
５
―
４
０
０
８

土
曜
午
後
三
時
半
〜
六
時

川
越
武
道
館
柔
道
場
（
川
越
市
郭
町
２
―
３０
）

☎
（
０
４
９
）
２
４
２
―
７
２
２
０

・
木
曜
午
後
六
時
半
〜
九
時

・
土
曜
午
前
十
時
〜
正
午

・
日
曜
午
前
九
時
半
〜
正
午

山
形
県
米
沢
市
武
道
館
（
米
沢
市
金
池
３
―
１
―
６２
）

☎
（
０
２
３
８
）
２
３
―
０
６
６
４

火
曜
午
後
六
時
〜
九
時

併
伝

浅
山
一
伝
流
体
術

戸
塚
派
楊
心
流
柔
術

京
都
、
北
野
天
満
宮
奉
納
演
武
を
行
っ
て
い
る

ܤ
ݹ

ٴ
ͼ
ࢧ
෦

連
絡
先

〒
350
―
1137
埼
玉
県
川
越
市
砂
新
田
１
│
６
│
４８

☎
（
０
４
９
）
２
４
２
│
７
０
９
８

支
部

札
幌
・
岐
阜
・
大
阪

智
正
門
衛
右
又
磯
―
光
正
郎
一
又
磯
―
足
正
門
衛
右
又
磯

義
正
藤
佐
―
幸
正
門
衛
右
又
磯
―
信
正
門
衛
右
又
磯
―

郎
太
敬
上
井
―

田
吉
―

郎
三
和
宮
相
―
蔵
半
本
宮
―
春
千

一
孝
田
柴
―

郎
三
徳
沢
戸
―

郎
五
治
納
嘉
―
助
之
八
田
福
―
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ෛ

昨
年
の
大
会
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
残
念
な

が
ら
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
本
年
は
２
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
地
元
の
流
派
と
し
て
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

未
だ
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全
国
の
各
流
派
の
皆
さ
ん
と

演
武
を
通
し
て
交
流
で
き
る
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。
鹿
島
神
宮
の
大
神

様
に
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
演
武
を
奉
納
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

༝

དྷ

「
兵
法
は
東
国
か
ら
」
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
東
国
と
は
鹿
島
・

香
取
の
地
を
指
し
、
日
本
の
武
道
発
祥
地
と
し
て
鹿
島
は
古
い
歴
史
と

道
統
を
有
し
て
い
る
。
今
か
ら
約
千
六
百
年
前
、
鹿
島
神
宮
大
行
事
大

鹿
島
命み
こ
との
後
裔
、
国く
に

摩な
づ

真の
ま

人び
と

が
鹿
島
神
宮
境
内
の
高た
か

天ま
が

原は
ら

に
神
檀
を
築

き
、
祈
願
熱
祷
を
捧

げ
て
神
託
を
受
け
、

武た
け
み
か
づ
ち
の
か
み

甕
槌
神
の
神
剣

「
韴
ふ
つ
の
み
た
ま
の
つ
る
ぎ

霊
剣
」
の
法
則

で
あ
る
神
妙
剣
の
位

を
授
か
り
、以
後「
鹿

島
の
太
刀
」
と
称
し

て
大
行
事
座ざ

主す

職
卜う
ら

部べ

𠮷
川
家
を
中
心
に

継
承
さ
れ
て
い
た
。

後
、
鹿
島
の
太
刀
は

上
古
流
・
中
古
流
と

発
展
的
に
呼
称
さ

れ
、
ま
た
鹿
島
七
流

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
隆

盛
を
き
わ
め
た
。

一
四
八
九
年
、
卜
部
覚あ
き

賢か
た

の
次
男
に
生
ま
れ
、
そ
の
後
、
塚
原
土
佐

守
安
幹
の
養
子
と
な
っ
た
塚
原
卜
傅
高
幹
は
、
実
父
か
ら
鹿
島
中
古
流

を
、
養
父
か
ら
香
取
神
道
流
を
学
ん
だ
。
ま
た
、
武
者
修
業
に
よ
る
修

練
を
重
ね
、
か
つ
鹿
島
神
宮
に
一
千
日
の
参さ
ん

籠ろ
う

祈
願
を
し
て
「
心
新
た

に
事
に
当
た
れ
」
と
の
神
示
を
受
け
る
と
と
も
に
鹿
島
の
太
刀
の
極
意

を
悟
り
、
流
派
名
を
「
鹿
島
新
當
流
」
と
改
め
、
生
家
卜
部
𠮷
川
家
に

継
承
さ
れ
、
今
日
に
及
ん
で
い
る
。

ܥ

ේ

国始
祖

摩
真
人
―
活五
代

仁
―
常十
一
代快
―
繁二
十
三
代雅
―
晴三
十
二
代常
―
秀四
十
代慶
―
呼四
十
九
代常
―
覚五
十
代賢
―

高流
祖

幹
（
塚
原
卜
傅
）
―
常五
十
九
代応

―
浩六
十
四
代一

郎
―
常六
十
五
代隆

流
ّ
ͷ
ಛ


甲
冑
武
道
を
基
礎
と
し
て
想
定
さ
れ
た
実
戦
的
古
武
道
で
あ
る
。
甲

冑
の
弱
点
と
さ
れ
る
小
手
・
喉
・
頚
動
脈
な
ど
を
突
き
、
切
る
こ
と
に

よ
っ
て
相
手
を
制
す
る
。

ԋ

ऀ

面お
も
てノ

太
刀　
　

打
太
刀

今い
ま
い井

淳じ
ゅ
ん
や也　

　

仕
太
刀

小こ

松ま
つ

崎ざ
き

政ま
さ

史し

七し
ち

条じ
ょ
うノ
太
刀

打
太
刀

横よ
こ

尾お

廣ひ
ろ

美み　
　

仕
太
刀

小こ

松ま
つ

崎ざ
き

政ま
さ

史し

霞
ノ
太
刀

打
太
刀

橋は
し
も
と本　

　

大ひ
ろ
し

仕
太
刀

横よ
こ

尾お

廣ひ
ろ

美み

間
ノ
太
刀
・
高
上
奥
位
十
箇
ノ
太
刀

　
　
　
　
　
　

打
太
刀

橋は
し
も
と本　
　

大ひ
ろ
し

仕
太
刀

今い
ま
い井

淳じ
ゅ
ん
や也

ԋ


༰

面
ノ
太
刀

基
本
の
技
。
十
二
カ
条
の
組
太
刀
か
ら
な
り
、
敵
の
働
き
に
し
た

が
っ
て
、
地
形
に
応
じ
、
変
化
自
在
に
合
理
的
な
手
段
を
も
っ
て
相

手
を
制
す
る
。

七
条
ノ
太
刀

中
極
意
の
技
。
七
カ
条
か
ら
な
り
、
一
太
刀
ご
と
に
敵
に
連
れ
て

作
用
し
、
最
後
は
勝
ち
を
お
さ
め
る
。

霞
ノ
太
刀

中
極
意
の
技
。
七
カ
条
か
ら
な
り
、
一
部
薙
刀
、
槍
の
相
手
と
対

峙
し
て
、
勝
つ
技
が
あ
る
。

間
ノ
太
刀

中
極
意
の
技
。
三
カ
条
か
ら
な
り
、
間
の
修
練
と
悪
気
を
払
う
技

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

高
上
奥
位
十
箇
ノ
太
刀

大
極
意
の
技
。
十
カ
条
か
ら
な
り
、
二
人
の
敵
と
対
峙
し
た
場
合

や
、
小
太
刀
を
用
い
て
、
太
刀
を
使
っ
た
敵
と
勝
負
す
る
場
合
な
ど

甲
冑
武
道
の
神
髄
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

׆
ಈ
ঢ়
گ

㈠

毎
年
一
月
七
日
道
場
開
き
式
を
執
行
し
、
新
春
を
祝
い
、
年
間
修

練
の
無
事
と
当
流
の
発
展
を
祈
念
。

㈡

一
月
八
日
よ
り
一
カ
月
、
寒
稽
古
実
施
。
定
例
稽
古
日
、
毎
週
金

曜
日
午
後
八
時
〜
十
時
。

㈢

毎
年
六
月
第
二
日
曜
日
、
鹿
島
神
宮
奉
納
古
武
道
演
武
会
を
開
催
。

　
　

令
和
三
年
六
月
十
三
日
剣
聖
塚
原
ト
伝
生
誕
祭
と
し
て
開
催
。

ܤ
ݹ

ٴ
ͼ
ࢧ
෦

鹿
島
新
當
流
道
場
（
明
治
二
十
年
建
築
）

〒
314
―
0031

茨
城
県
鹿
嶋
市
宮
中
１
―
３
―
３９

☎
・
FAX
（
０
２
９
９
）
８
２
―
８
４
２
１

จ
Խ
ࡒ
ࢦ
ఆ

昭
和
五
十
二
年

鹿
島
町
無
形
文
化
財
指
定

平
成
元
年　
　
　

茨
城
県
無
形
文
化
財
指
定
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〒314-8655
茨城県鹿嶋市平井 1187-1
TEL（0299）82-2911
FAX（0299）84-1213
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〒314-0031
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宝
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授
与
所
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鹿嶋市商工会 鹿嶋市観光協会
塚原卜伝全国キャンペーン推進委員会鹿嶋市商工観光課

〒314-8655
茨城県鹿嶋市平井 1187-1
TEL（0299）82-2911
FAX（0299）84-1213
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